
　
　
　
　
解

題

詩

格
集
成

一
卷

樗

園

長

山

貫

著

此

書

は

宋

元

明

清

の

詩

話
、及

び

諸

家

の
隨

筆

雜

著

に

就

い

て
、詩

の

體

格

聲

韻

等

に

關

す

る

説

を

抄

録

し
た

る
も

の

に

て
、時

に

又

自

説

を

録

せ

り
、絶

え

て
、新

奇

に

し

て

人

を

喜

ば

し

む

る

所

な

き

も
、布
帛

菽

粟
、日

用

缺

く

可

ら

ざ

る

説

多

し
、原

本

は

木

雕

活

字

本

に

し

て
、

世

に

流

布

す

る

も

の

極

め

て

稀

れ

な

り
、序

跋

な

し
、故

に

著

者

の

履

歴

及

び

刊

行

の

年

月

を

知

る

に

由

な

き

は
、洵

に

遺

憾

な
り

、原

本

に

は
、目

次

を

掲

げ

ず
、今

新

に

之

を

作
り

卷

首

に

置

き
、以

て

査

閲

に

便

す
。

解

題
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詩

格

集

成

謝

東

都

　

樗

園

尾

陽

　

魁

堂

詩

之

原

始

　

詩

之

起

也
、其

來

術

矣
、徇

書

舜

典
、

日
、詩

言
v志
、歌

永
v言
、事

物

紀

原

日
、樂

章

之

謂
v詩
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

始
昌於

太

昊

之

世
嚇
　
林

少

穎

日
、舜

與
藁皐

陶
一之

癢

數

三
夏

掃
之

權

叢

學
.詩

者
、疊
與
・自
.此

愛

　

一

天

欝

堂

筆

餘

日
、三

百

篇
、詩

之

租

也
。

周

禮

大

師

欷
ニ
ハ
詩
百

風

日

賦

日

比

日

興

日

雅

日

頌
、以
一六

徳
一爲
乏

杢

中

和

祗

庸

孝

友
、以
一六

律

爲
二之

丘
具

胡

元

瑞

日
、三

百

篇
、薦
二郊

廟

被
瞥

絃
h詩

帥

樂

府
、

　

　

　

　
詩

格

集
成

長

山

皀
》

隹

鷲
監
　
丁

貫

著

薪

狡

詩
の
原
始

詩
の
起
る
や
、其
の
來
る
爾

し
、璽

青
舜
典
に
日
、詩

は
志
を
言
ひ
、歌
は
言
を
永
く
す
、事
物
紀
原

に

日
.樂
章
を
之
れ

詩
と
謂
ふ
、太
昊
の
世
に
始
る

と
、林
少
頴
日
.舜
と
皐
陶
と

の
凄

歌
は
、三
百
篇
の
權
輿
な
り
、詩
を
學
ふ

者
當
に
此
よ
り

始
む
べ

し
。

天
爵
堂
筆
餘
に
日
、三
百
篇
は
詩
の
詛
な
り
.

周
μ禮
に

十ハ師
、六
註
…亠を
引教

ふ
、日
風
日
賦

日
比
日
興
R
冖雅
R
紜
唄
.六

徳
を
以
て
之
れ
か
本
と
爲
す
、中
和
祗
庸

孝
友
、六
律
を
以

て

之

れ
か
音
と
爲
す
。

胡
元
瑞
日
.三
百
篇

は
、郊
廟
に
薦
め
、管
絃
に
被
ら
す
、詩
は
帥
ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

嚇



㎜……一　

湖3

　
　
　
　
　
日

本

詩

話

叢

書

樂

府

」即

詩

也
、至
v漢
、詩

與
一樂

府

『門

類

始

分
。

嚴

槍

浪

日
、風

雅

頌

既

亡

、
一
變

而

爲
呂離

騷
「再

變

而

爲
昌西

漢

五

言
嚇三

變

而

爲

呂歌

行

雜

體
h四

變

而

爲

二況

宋

之

律

體
司

詩

體

　

　
元

槇

集

日
、詩

訖

于̀

周
h雜

騷

訖
昌于

楚

「是

後

詩

人

流

爲
昌二

十

四

名
h賦
・頌
・銘
・贊
・文
・誄
・箴
・詩
・

行
・詠
・吟
・題
・怨
・歎
・章
・篇
・操
・引

・謠
・謳
・歌

曲
・詞
・調
。

蕘

章

日
、守
昌法

度
凶日
v詩
、放
レ情

日
レ歌
、體

如
二行

書
一日
v

行
、粂
"之

日
斟歌

行
門序
二先

後

一載
昌始

末
一日
v引
、吁

嗟

慨

悲

如
昌蛩

鼈
一
日
v吟
、陰

蓄

譖

音
一而

逋
昌俚

俗
臼

v謠

、聲

昔

高

下
、委

曲

盡
v情

日
ソ曲
、操

守

有

v常
、雖

窮

阨
h獪

不
γ失
鵬其

操
一日
v操
。

正

格

　

況

存

中

筆

談

日
、第

二

字

側

入
、謂
二之

正

格
嚇第

二

・字

李

入
、謂
昌之

偏

格
嚇唐

名

賢

詩
、多
墨正

格
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

樂
府
、樂
府
は
、帥
ち
詩
な
り
、漢
に
至
て
.詩
と
樂
府
と
、門
類
始
て

分
る
。

嚴
搶
浪
日
、風
雅
頌
氈
に
亡
び
、
一
變

し

て
離
騒
と
な
り
、再
變
し

て
西
漢
の
五
言
と

爲
り
、三
變
し
て
歌

行
雜
體
と
爲
り
、四
變
し

て
況
宋
の
律
體
と
爲
る
。

詩
體
　
元
瞋
集
に
日
、詩
は
周
に

訖
り
、離
騒
は
楚
に
訖

る
.是
の

後
詩
人
の
流
二
十
四
名
と
な
る
、賦
頌
銘
贊
文
誄
箴
詩
行
詠
吟
題

怨
歎
章
篇
操
引
謠
謳
歌
曲
詞
調
.

堯
章
日
、法
度
を
守

る
を
詩
と
日
ひ
、情

を
放
つ
を
歌
と
日
ひ
、行

書
の
如
き
を
行
と
日
ひ
、之
を
禦
ぬ
る
を
歌

行

と

日
ひ
.先
後
を

序
で
始
末
を
載

す
る
を

引
と
日
ひ
、吁
嵯
慨
悲
.蟄
糞
の
如
き
を

吟
と
日
ひ
、陰
に
諧
晉
を
蓄

へ
而
し
て
俚

俗
に
逋
す
る
を
謠
と
日

ひ
、聲
音
高
下
、委
曲
情
を
盡
す
を
曲
と
日
ひ
、操
守
、常
有
り
、窮
阨

す
と
雖
も
、獪
、其
の
操
を
失
は
ざ
る
を
操
と
日
ふ
。

正
格
　
況
存
中
の
筆

談

に
日
.第
二
字
側
入
。之
を
正
格
と
謂
ひ
.

第
二
字
李
入
、之
を
偏
格
と
謂
ふ
、唐
の
名
賢
の
詩
、正
格
多
し
。



り0鄒

夲

仄

　

枕

山

樓

詩

話

日
、學
v詩

要

先

知
苹

仄
↓此

二

字

不
v辨
、匪
」獨

麗

音

不
Ψ協
、拗

且

規

式

有
v乖
。

押

韻

　

嚴

搶

浪

日
、古

詩

有
二
一
韻

兩

用

者
「文

選

曹

子

建

美

女

篇
、有
兩

難

字
舌

詩

有
二

韻

三

用

者
嚇文

選

任

彦

昇

詩
、三

用
昌情

字
↓是

也
、有
漏古

詩

三

韻

六

七

用

煮

古

詩

有
下重
畔用

二

十

許

蜀

者
納有
丁古

詩

菊
"取

六

七

韻
一者
"韓

退

之

此

日

足
v可
レ惜

篇
、是

也
、凡

雜
昌用

東

冬

江

陽

庚

青

六

韻
門　

貫

按
、如
昌元

和

聖

徳

詩
嚇逋
'用

語

麌

馬

有

架

五

韻
ハ孟

東

野

失

子

詩
、逋
二用

先

寒

刪

鴇具
文

一兀
亠
ハ
{韻
呵

趙

甌

北

日
、臭

栴
〃
村

詩
、有
下逋
昌用

置
ハ
文

元

青

{庚

蒸

侵
一者
ハ有
7逋
昌用

支

微

齊

魚
輌者
=

魏

鶴

山

云
、除
科

擧

之

外
、閑

賦

之

詩
、不
昌必

一

一

以
v韻

爲
7較
、況

今

所
v較

者
、特

禮

部

韻

耳
、　

楊

誠

　
　
　
　

詩
格

集
成

夲
仄
　
枕
山
櫻
詩
話
に
日
、詩
を
學

ふ
に

は
、先
づ
李
仄
を
知
る

を
要
す
,此
の
二
字
辨
ぜ
ざ
れ
ば
.獨
、聾
音
協
は
ざ
る
の
み

に
匪

す
、抑
圭
且
つ
規
式
乖
ぐ
有
り
。

押
韻
　
嚴
繪
浪
日
、古
詩
に

一
韻

兩

用

の
者
有
り
、文
選
の
曹
チ

建
か
美
女
篇
、兩
の
難
の
字

有

り
、古
詩
に

一
韻
三
用
の
者
有
り
、

文
選
の
任
彦
昇
の
詩

に
、三
た
ひ
情
の
字
を

用

ふ

る
是
な
り
、古

詩
三
韻
六
七
用
の
考
あ
り
.古
詩
に
二
十
許
韻
を
重
用
す
る
者
有

・
り
、古
詩
に
、六
七
韻
を
旁
取
す
る
者
あ

り
、韓
退
之
の
此
の
日
惜

む
べ
き
に
足
る
篇
、是
な
の
、,凡

そ

東
冬
江
陽
庚
青
六
韻
を
雜
用

す
、貫
按
す
る
に
、元
和
聖
徳
の
詩
の
如
き

は
、語
慶
馬
有
架
の
五

韻
を
邁
用
す
、孟
東
野

の

失

子
詩
、先
寒
嬲
眞
文
元
の
六
韻
を
逋

用
す
。

趙
甌
北
日
.呉
梅
村

の

詩
に
、眞
文
元
青
庚
蒸
侵
を
逋
用

す
る
者

有
り
.支
微
齊
魚
を
邇
用
す

る
者
有
り
。

魏
鶴
山
云
ふ
、科
擧
を
除
く
の
外
、閑
賦
の

詩

は
,必
し
も

一
々
韻

を
以
て
較
す
る
を
爲
さ
す
、況
や
今
較
す
る

所
の
者

は
、特
に
禮

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
三



緲0の

～～　 　
　
　
　
　
日

本
詩

話

叢

書

齋

云
、今

之

禮

部

韻
、乃

是

限
昌制

士

子

程

文
↓不
〆許
端

出

韻
一因
v難

以

見
昌其

工
一耳
、至
菖於

吟
'詠

情

性
嚇常
下以
昌

國

風

離

騷
一爲
ウ法
、叉

奚

禮

部

韻

之

拘

哉
、貫

按
、洪

武

正

韻
、有
v束

無
v冬
、有
γ陽

無
レ江
、是

張

潮

所
v謂

聲

晋

之

道
、時

代

爲
昌變

邏
一者

可
v見
。

野

客

叢

書

日
、古

人

不
レ忌
齲重

韻
n杜

甫

飮

中

八

仙

歌
、用
"呻三

前

三

船

二

眠

二

天
h栢

梁

臺

詩
、用
二三

之

三

治

二

哉

二

時

二

來

二
材
輔

貫

按
、三

百

篇
、無
轟不
レ轉
v韻

者
h古

詩

有
下隔
二

韻
一叉

用
昌前

韻

者
納元

丹

邱

巫

山

屏

風

詩

是

也
、李

白

江

夏

行
、再

用
昌支

韻
h猛

虎

行
、三

用
昌眞

韻
h此

類

徇

多
、

轉

韻

之

例
、依
髭古

入

之

詩
"以

可
v知
。

滄

浪

日
、借

韻
、如
ザ押
毛

支

韻
「可
ウ借
入

微

或

十

ご

齊
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

部
韻
の

み
、楊
誠
齋
云

ふ
、今
の
禮
部
韻
は
、是

れ
士
子
の
程
文

を

限
制
し
、出
韻
を
許
さ
す
、難
き
に
因

つ
て
以
て
其
工
を
見
は
す
の

み
、情
性
を

吟
詠
す
る
に

至
て
は
、當
に

國
風
離
騒
を
以
て
法
と

爲
す
べ
し
、叉
奚
そ
禮
部
韻
に
之
れ
拘
せ
ん

や
と
、貫
按

す
る
に
、

洪
武
正
韻
、東
有
て

冬
無
く
、陽
有
て
江
無
し
、是
れ
張
潮
の

謂
は

所
る
聲
音
の
道
、時
代
に
變
遷
を
爲
す
者
.見
る
べ
し
。

野
客
叢
書
に
日
、古
人
重
韻
を
忌

ま

す
、杜
甫

の
飮
中
八
仙
歌
は
、

三
つ
の
前
、三
つ
の
船
、二
つ
の
眠
.
二
つ
の
天
を
用

ふ
、栢
梁
薹
の

詩
は
三
つ
の
之
三
つ
の
治
、二
つ
の
哉
,こ
つ

の
時
、二
つ
の
來
、二

つ
の
肘
を
用

ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

貫
按
す
る
に
、三
百
篇
、韻
を
轉
ぜ
ざ
る
者

無

し
、古
詩
に

叫
韻
を

隔
て
叉
前
韻
を
用
ふ

る
者

有

り
、元
丹
邱
の
巫
山
屏
風
の
詩
是

れ
な
り
、李
白
の
江
夏
行
は
、再
ひ
支
韻
を
用
ひ
、猛
虎
行

は
、三
び

眞
韻
用
ふ
、此
の
類
尚
多
し
、轉
韻

の

例
、古
入
の
詩
に
依
て
以
て

知
る
へ
し
。

滄
浪
日
。借
韻
は
七
支
の
韻
を
扞
す
る
に
、八

微

或

は
十
二
齊
の

韻
冒
疋
也
、案
、逋

韻
、即

東

冬

也
、支

曁即

齊

也
、魚

ー
、＼
爾
韻
を
借
る
可
き
が
如
き
是
れ

な

り
、案
す
る
に
、逋
韻
は
、帥
ち

尸
F
で

、



O
O緇

虞

也
、佳

友

也
、眞

交

也
、元

寒

刪

先

也
、蕭

肴

豪

也
、

歌

痲

也
、庚

青

郭烝
也
、冊早
鹽

咸

也
、亠ハ
朝

之

詩
、多

涌
『

押

之
h隨

園

詩

話

日
、看
二唐

人

律

詩
叫逋

韻

極

多
、

叉

日
、李

義

山
、屬

對

最

工
、而

押

韻

頗

竟
、如
昌東

冬

蕭

肴

之

類
ハ律

詩

中
、竟

時

通

用
、唐

人

不
以

嫌

也
、

貫

按
、仄

韻

亦

然
、老

杜

悲
昌陳

陶
一七

古
、石

壕

吏

五

古
、紙

實

逋

用
、臼

樂

天

琵

琶

行
、語

遇

有

御

麌

逼

用
、東

坡

巫

山

詩
、紙

尾

麌

未

蓮

用
。

無

韻

詩
　
　
古

詩

有
昌仝

不
レ押
レ韻

者
h如
昌宋

蓮

曲
騎是

也
、θ

知

録

日
、詩

以
v義

爲
レ圭
、音

從
y之
、必

盡
二
一
韻
一

無
昌可
v用

之

字
州然

後

菊
}通

他

韻
嚇
又

不
v得
夥於

他

韻
肋

則

寧

無

韻
、苟

其

義

之

至

當
、而

不
v可
下以
昌他

字
一易
轟

則

無

韻

不
v害
、漢

以

來
、往

往

有
v之
、杜

詩
、暮

投

石

壕

村
、有
v吏

夜

捉
v入
、爾

韻

也
、至

當

不
v可
v易
、下

句

　
　
　
　

詩
格

集

成

冬
な
り
、支
微
東
冬
な
り
.支
微
齊
な
り
.魚
虞
な
り
、佳
灰
な
り
,眞

文
な
り
.元
寒
刪
先
な
り
、蕭
肴
豪
な
り
、歌
痲
な
り
、庚
青
蒸
な
り
、

賈
鹽
咸
な
り
、六
朝
の
詩
.多
く

之
れ
を
逎
押
す
.隨
園
詩
話
に
日
、

唐
人
の
律
詩
を
看
る
に
.邁
韻
極
て
多
し
。

叉
日
.李
義
山
、屬
對
最
も
工
み
、而

し
て
押
韻
頗
る
竟
は
る
、東
冬

蕭
肴
の
類
の
如
き
、律
詩
中
、竟
時
逋

用
す
、唐
人
以
て
嫌
は
ざ
る

な
り
、貫
按
す
る
に
、仄

韻
も
亦
然
り
.老
杜

の
陳
陶
を
悲
む
七
古
.

石
壕
吏
の
五
古
、紙
寅
通

用

す
、白
樂
天
の
琵
琶
行
、語
遇
有
御
麌

逋
用
す
、束
坡
の
巫
山
の
詩
、紙
尾
寞
未
逋
用
す
。

無
韻
の
詩
　
古
詩
に
全
く
韻
を
押
せ
ざ
る
者
有
り
、渠
蓮
曲
の
如

き
是
れ
な
り
.日
知

録

に
日
、詩
は
義
を
以

て
主
と
爲
し
昔
之
れ

に
從

ふ
、必

一
韻
を
盡
し
て
用

ふ

べ
き
の
字
な
く
、然
後
に
他
韻

に
秀
逋
し
、叉
他
韻
を
得
ざ
れ
ば
、則
寧

ろ
黛
韻
な
ら
ん
、苟
も
北
ハ

の
義
の
至
當
に
し
て
他
字
を
以
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、則
無
韻

も
害
せ
す
、
漢
以
來
、
往
々
こ
れ
あ
り
、
杜
詩

に
、「暮
に
投
す
石
壕

村
、
吏
有
り
夜
.人
を
捉

ふ
」,
兩
韻
な
り
、
至
當
易
ふ
べ
か
ら
下
す
,

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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日
本

詩
話
叢

書

云
、老

翁

踰
v垣
"走
、老

婦

班
μ門

看
、則

無

韻

矣
、李

詩
、

天

馬

歌
、臼

雲

名
一膏

天
h北

陵

遠

崔

嵬
、二

句
、及

野

田

黄

雀

行

首

二
句

亦

無

韻
。

和

韻
　
　宋

朝

類

苑

日
、唱

和

聯

句

之

起
、其

源

遠

矣
、自
蕣

作
v歌
、皐

陶

麗

言

癢

載
ハ趙

翼

日
、古

來

但

有
昌和

詩
「無
」和

韻
嚇唐

人

有
昌和

巓

紛

無
昌次

韻
h次

韻

實

自
昌臼

居

易
一始
、依
γ次

押

韻
、前

後

不
v差
、此

古

未
γ

所
v有

也
、貫

按
、皇

朝

林

學

士
、
一
人

一
首
、大

津

首

和
下藤

原

大

政

遊
昌吉

野

川

詩

之

韻
加是

實

在
二元
・自
・

劉
.酬

和

之

前
h可
レ謂
v奇

矣
、玉

硼

雜

書

日
、梁

武

同
昌

王

箔
、和

太̀

子

懺

悔

詩
h是

唐

以

前

所
レ見
、事

物

紀

原

日
、顏

延

年
・元

隲
、作
〆詩

相

唱

和
、皆

不
昌次

韻
h至
孤

唐

元

槇

作
一一春

深

二

十

首
「自

居

易
・劉

禹

錫

和
v之
、

亦

用
昌其

韻
「及
為

狐

楚

和

詩
当多

次
畠其

韻
h次

韻

始
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

句
に
云
ふ
、「老
翕
垣
を
踰
て

走
り
.老
婦
門
を
出
て
看
る
」則
無
韻

な
り
、李
詩
の
天
馬
歌
に
、
「白
雲
、
青
天
に
在
り
、
北
陵
遽
く
し
て

罎
嵬
」の
二
句
、及
び
野
田
黄
雀
行
の
首
二
句

も
亦
無
韻
。

和
韻
　
宋
朝
類
苑
に
日
、
唱

和
剛聯
句
の
起

る
.其
の
源
逋
し
、舜
.

歌
を
作
り
.皇
陶
瓰
言
屡
載
せ
し
よ
り
す
、」趙

翼

日
、古
來
但
}
和

詩
あ
り
て
和
韻
な
し
、唐
人
和
韻
有
る
も
、倫
、次

韻
な
し
、次
韻
は

實
に
白
居
易
よ
り
始
る
、次
に
依
て
韻
.を

押
し
、前
後
差

へ
す
、此

れ
古
未
た
有
る
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

貫
按
す
る
に
、皇
朝
の
林
學
士
、
一
人

一
首
、大

津

首
に
藤
原
大
政

の
吉
野
川
に
遊
ふ
詩
の
韻
に
和

す
、是
れ
實

に
元
・自
・劉
・酬
和
の

前

に
在
り
、奇
と
謂
ふ
べ
し
、玉
櫚
雜
書
に
日
、梁
武
の
王
箔
が
、太

子
懺
悔
の
詩
に
和
す
る
に
同
す
と
、是
れ
唐
以
前
の
見

る
所
、事

物
紀
原
に
日
、顏
延
年
・元
暉
、詩
を
作
て
相
唱
和
す
、皆
次
韻
せ
す
、

唐
の

元
槇
春
深
二
十
首
を
作
り
、白
居
易
,劉

禹

錫
之
に
和
す
る

に
至
り
、亦
其
韻
を
川
ふ
、令
狐
楚
の
和
詩
に
及

ん

で
、多
く
其
韻



・

3
　

於

此
嚇
　
詩

體

明

…辨

日
、古

人

贋

和
。答
亜
ハ
來

血墨
而

　
　

已
、初

不
v爲
昌韻

所
ツ縛
、如
下杜

邏
、早

發
・湘

潭
↓寄
二杜

甫
一

　
　

云
、相

憶

無
南

鴈
嚇何

時

有
一報

章
嚇甫

和

云
、雖
v無
昌南

灘

鑼

　

　
　

者
岬

駢
　
　
追

和
　

　
詩

林

廣

記

日
、束

坡

謂
、古

之

詩

人
、有
昌擬

　

　
　
　
　
　
　

詩

格

集

成

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

帆㌔

一 を
次
す
、訳
韻
此
に
始

る
.詩
體
明
辨
に

日
、古
人
の
鹿
和
は
,其
來

意
に
答
る
の
み
.初
よ
り
韻
に
縛
せ
ら
れ

す
、杜

迢
.早
に
湘
潭
を

發
し
、杜
甫
に
寄
せ
て
云

ふ
、「絹
憶
て
南
鴈
無

し
、何
の
時
か
報
章

あ
ら
ん
」.と
甫
和
し
て
云
ふ
、「南
過
の
鴈
な
し
と
雖
も
、看
取
す
北

來
の
魚
」の
如
き
、只
其
意
見
を
綵
て
答

ふ
、和
韻
を
聞
か
ざ
る
也
。

搶
浪
詩
話
に
日
、和
韻
は
最
、入
の
詩
を
害
す
、古
人

酬
唱
す
る
に

韻
を

次
せ
す
、
此
風
始
め

て
元
・自
・皮
・陸
に
盛
な
り
、木
朝
の
諸

賢
、
乃
此
を
以
て
工
か
鬮
し
、燧
に
往
復
.
八
九
和
の
者
有
る
に
至

る
。詩
體
明
辨
に
日
、和
韻
に
三
體
あ
り
、
一
に
日
、依
韻
、同
く

一
韻

中
に
在
て
而
し
て

必
し
も
北
ハの
字
を
用
ひ
ざ
る
を
謂

ふ
な

り
.

二
に
日
、次
韻
、其
の
原
韻
に
和
し
、而
し
て
先
後
次
第
皆

之
に
因

る
を
謂

ふ
な
り
、三
に
日
、用
韻
、
共
の
韻
を
用
ひ
て
而
し
て

先
後

必
し
も

次
せ
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
、
η
ハ韻
に
因
て

獪
し
て
之
を

爲

す
者
有
り
。

追
和
　
詩
林
廣
記
に
日
、束
坡
謂

ふ
古

の
詩

人
、擬
古
の
作
有
り
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
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皿… 　
　
　
　
　
日

本

詩

話

叢

書

古

之

作
一矣
、未
v有
下追
昌和

古

人
一者
亠也
、追
和

古

人

之

詩
h則

自
昌東

坡
晒始

矣
、李

自

、潯

陽

紫

極

宮

臧

秋

詩
、

何

處

聞
昌秋

疉
嚇傷

々

北

窓

竹
、囘

薄

萬

古

心
、攬
v之

不
v盈
レ掬
、坡

追

和

云
、寄

臥

虚

寂

堂
、月

明

浸

疎̀

竹
h

冷

然

洗
二我

心
一欲
v飮

不
v可
v掬
。

詩

題
　

　
詩

三

百

篇
、多

用

首

句

字
一名
ゲ篇

、如
"汎

彼

栢

舟
h以

栢

舟
漁爲
レ題
、日

知

鐐

日
、杜

甫

詩

、多

取
一篇

中

字
一名
v之
、如
下不
v見

李̀

生
4久
h則

以
品不

見
一名
v篇

、近

聞

犬

獸

遠

逅

逃
、以
昌近

聞
一名
v篇
、皆

取
二首

二

字
一爲
γ

題
、崟

無

意̀

義

嚇頗

得
昌古

人

之

體

叫

無

題

　

元

詩

體

要

日
、無

題

之

詩

起
v唐
、李

商

隱

多

言
昌閾

情

及

宮

事
嚇故

隱

諱

不
v名

日
蕪

題
ハ其

問

用
昌隱

語
"也
、麻

蠶

到
v死

絲

方

盡
、蠍

炬

成
レ次

涙

始

乾

之

類

可
v見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡

未
だ
古
人
に
追
和

す
る
者
有
ら
ざ

る

な

り
.古
人
の
詩
に
追
和

す
る
は
、則
東
坡
よ
り
始
る
、李
白
の
潯

陽

紫
極
宮
感
秋
の
詩
に
,

「伺
の
處
か
秋
聲
を
聞
く
、備
々
北
窓
の

竹
、囘
薄
萬
古
の
心
、之
を

攬
て
掬
に
盈
た
す
」と
坡
逍
和
し
て
云

ふ
、門寄
臥
す
虚
寂
の
堂
、月

明
疎
竹
を
浸
す
、冷
然
我
が
心

を

洗

ふ
、飮
ま
ん
と
欲
し
て
掬
す

可
か
ら
す
。」

詩
題
　
詩
三
百
篇
.多
く

首

句
の
字
を
用
ひ
て
篇
に
名
く
、[汎
た

る
彼
の
栢
舟
」の
如
き
.栢
舟
を
以

て
題
と
爲
す
.日
知
録
に
日
、杜

市
の
詩
多
く
篇
中
の
字
を
取
て
之

に

名
く
、『李
生
を
見
ざ
る
こ

と
久
し
」の
如
き
、則
、不
見
を
以
て
篇
に
名
く
づ
迦
ご
ろ
聞
く
犬
獸

遠
く
遞
逃
す
」と
、近
聞
を
以
て
篇

に
名

く
,皆
首
の
二
字
を
取
て

題
と
爲
す
、全
く
意
義
な
し
,頗
る
古
人
の
體
を
得
た
り
。

無
題
　
元
詩
體
要
に
日
、無
題
の
詩
は
唐
に
起
る
李
商
隱
多
く
閨

情
及
び
宮
事
を

言
ふ
.
故
に
隱
諱
し
て
名
け
す
し
て
無
題

と

日

ふ
、其
の
間
に
隱
語
を
用
ふ
る
な
り
、[春

蠶

死
に
到
て
絲
方
に
盡

き
、蝋
炬
灰
と
成
て
涙
始
て
乾
く
」の
類
見

る
可
し
。

樂
府
　
漁
浪
詩
話
に
日
、樂
府
は
漢
の

成

帝
、郊
祀
を
定
め
、樂
府

■



3
謝

～ 樂

府
　

　
槍

浪

詩

話

日
、樂

府

、漢

成

帝
、定
一郊

祀
嚇立
二

樂

府
嚇探
昌齊

楚

趙

魏

之

聲

一以

入
三樂

府
ハ以
廴其

音

詞

可
7被

於̀

絃

歌
渦也
、詩

叢

日
、樂

府

自
v魏

失
v傳
、文

人

擬

作

、多

與
v題

左
。

雜

詩

　

　李

善

日
、遇
"物

郎
,言
、不
v拘
路流

例

一也
。

口

號

　

潛

確

類

書

日
、口

號
、或

四

句

或

八

句
、草

成

而

速

就
、達

意

宣
レ情

而

巳
。

口

占

　

漢

書

陳

遵

傳

日
、憑
v几

口

占
、書
訟數

百

封
h

謂
呂
口

誦
冖使

瓢笏

人

記
囀也
、杜

詩

注

云
、口

占
、牽

意

作

也
。

詩

八

病
　
　
澹

浪

詩

話

日
、八

病
、謂

卆̀

頭
・上

尾
・蜂

腰
・鶴

膝
・大

韻
・小

韻
・正

紐

・菊

紐

h作
レ詩

者
、正

不
毘必

拘

ハ此

蔽

法

不
v足
v據

也
、補

閑

集

日
、八

病
・是

好

事

者

閑

談

、王

敬

美

日
、八

病
・古

今

犯

者

不
v少
、寧

鑑

　
　

　
　

詩

格

集

成

　
・簸

.て
、
齊
楚
趙
魏
の
聲
を
綵
て
以
て
樂
府
に
入
る
.
其
の
音
詞

絃
歌
に
被
ら
し
む
可
き
を

以
て
な
り
、詩
叢
に
日
。樂
府
は
魏
よ

「ノ
函
　

ヨ
ノ
ヨ

ら
ヒ　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ニ
ロの

　

　
じ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
なご
カ

　

リ

像

を

失

す

、
文

人

の

擬

作

、
多

く

題

と

左

ふ

。

雜
詩

李
善
日
、物
に
遇
ふ
て
帥
ち
言
ふ
、流
例
に
拘
ら
ざ
る
な
り
。

口
號
　
潛
確
類
軸驚

胆
ρ口
號
、或
は
四
句
或
は
八
句
.草
成
て
速

に
就
り
、
邃
意
情
を
宣
る
の
み
。

ロ
占
　
漢
書
陳
遒
傳
に
臼
、几
に
憑
て
口
占
し
.數

百

封
を
書
し
.

口
誦
と
謂
ふ
、旁
人
に
記
せ
し
む
る
な
り
.杜
詩
注
に
云

ふ
、
口
占

は
傘
意
に
作
る
な
り
。

詩
八
病
　
滄
浪
詩
話
に
日
.
八

病

は
、李
頭
、上
尾
.蜂
腰
、鶴
膝
.大

韻
、小
韻
、正
紐
、旁
紐
を
謂
ふ
、詩
を
燃
,る
者
は
、正
に
必
し
も
拘
ら

じ
、
此
れ
蔽
法
、據
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
、補
閑
集
に
日
、
八
病
は
、

是
れ
好
事
者
の
閑
談
、王
敬
美
日
、八
瘠
は
古

今

犯

者
少
か
ら
す

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

九
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日

本

詩

話

叢

書

被

汰

乎

、元

兢

日
、八

病
、近

代

成

不

一以

爲
7累
。

貫

按
、八

病

之

目
、況

約

本

傳

無
レ所
v見

、但

在

南̀

史

陸

厥

傳
h揚

升

菴

之

説

頗

詳
、基
二于

左
輔

O

夲

頭
、謂
諞第

一
字

不
7得
下與

晶第

六

字

一同

卆

聲
納律

詩

如
呂風

勁

角

力

鳴
、將

軍

獵

渭̀

城
哺風

之

與
v將

、何

損
昌其

美
qO

上

尾
、謂
晶第

五

字

不
Ψ得
7與

皿第

十

字

一同

聲
"如
乍古

詩

西

北

有
昌高

樓
王

與
昌淨

雲

一齊

納雖
v隔

v韻

何

害
、律

固

無
v是

矣
、使
呂同

韻

如
昌前

詩

鳴

之

與
v城
,

叉

何

妨
、○

蜂

腰
、謂
菖第

二

字

第

五

字

、同

一上

去

入

韻
嚇如
二老

杜

望

鑑

似
7獪
v見
、近

體

宜

少̀

避
v之
、亦

無

v妨
、○
鶴

膝
、謂
二第

五

字

不
7得
7與
龍第

十

五

字
一同
納如
下

老

杜

水

色

含
昌群

動
n朝

光

接
天

虚

h年

侵

頻

悵

望

之

類
犬

句

倶

如
v是
、則

不
v宜
二

字

犯
赤

無
v妨

、○

大

韻
、謂
董

疉

相

犯

「如
二胡

姫

年

十

五
、春

日

獨

常
v

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
0

寧
ぞ
誌
く
被
汰
せ
ん
や
、元
兢
口
,八

病

は
、近
代
成
以
て
累
と
爲

さ
す
、貫
按
す
る
に
.八
病
の
目
.汎
約
本
傳
に
見
る
所
無

し
、但
南

史
陸
厥
傳
に
在
り
、楊
升
菴
の
詭
頗
詳
な
り
、左
に
擧
ぐ
。

○
李
頭
は
第

一
字
、
第
六
字
と

同
く
李
聲
な
る

を
得
ざ
る
を
謂

ふ
、律
詩
に
颪

勁
し
て
角
力
鳴
る
,將
軍
渭
城
に
獵
す
」の
如
き
、風

と
將
と
、何
ぞ
其
の
美
を
損
せ
ん
,○
上
尾
は
、第
五

字
、第
十
字
と

同
彈
.妹
る
を
得
ざ
る
を
謂
ふ
、古
詩
に
西
北
に
高
楼

有

り
、上
・浮

雲
と
齊
し
」の
如
き
、
韻
を
隔
つ
と
雖
も
何
ぞ

害
せ
ん
、律
固
よ
り

是
な
し
、同
韻
、前
詩
の
鳴
と
城
と
の
如
く
な
ら
し
む
る
も
、叉
何

ぞ
妨
げ
ん

○
蜂
腰
は
、
第
二
字
第
五
字
.
上
去
入
の
韻
を
同
う
す

る
を
謂
ふ
、老
杜
の
「望
識
ア
、獪
ほ
見
る
が
如
き
に
似

た
り
」の
如

し
,近
體
は
宜
し
く
少
く
之
を
避
く
べ
し
、
亦
妨
げ
な
し
、○
鶴
膝

は
第
五
字
、第
十
五
字
と
同
き
を
得
ざ

る
を
謂
ふ
,老

杜
の
門水
色

群
動
を
含
み
、
朝
光
大
虚
に
接
す
、乍
侵

で
頻
に
悵
望
す
」
の
類
の

如
き
、八
句
倶
に
是
の
如
な
れ
ば
、則
宜
し
く

一
字

も

犯

す
べ
か

ら
す
、亦
妨
け
無
し
、○
大
韻
は
、重
疉
絹
犯
す
を
謂
ふ
,「胡
姫
年
十



"
ゆ謝

墟
、叉

端

坐

苦

愁

思
、攬
レ衣

起

西

游
「胡

興
v墟
、愁

與
v

游

犯
、○

小

韻
、十

掌

中

自

有

v韻
、如
下薄

帷

鑑
二明

月
「

清

風

吹
中我

襟
劫明

與
レ清

犯

、O

労

紐

、十

字

中

、已

有

"二

田
素

v得
v蓄

攀

δ

正
紐
、
斈

中
・巳

室

…

築

・得

著

袵

任
字
後

四
病

尤

無

謂
、不
・足
・道
也
、上

句

眼
　
　
梁

冰

川

日
、五

言
・以
　第

三

字
一爲
v眼
・古

入
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

練
v字
、只

エノ
句

眼

上
一練
、詩

眼

用
轟
員
字
h方

得
二句

健
「
・

星

河

秋

一
鴈
、砧

杵

夜

千

家
、叉
、夜

潮

人

到
γ郭
、春

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

霧

鳥

嚇
v山
、七

言
、以

第

五

字
崗爲

"句

眼
h句

眼

字

練
、
へ

黝
黔

鰹

響

方
句
健
朝
登
劒
闘
{

糴

室
婆

鏡
祕
府
論

日
譌

聲

之
術
有
レ三
二

日

換

頭
、日

護

腰
、臼

相

承
。

練

字

　

容

齋

續

筆

臼
、王

荊

公

絶

句

云
、京

口

瓜

　
　
　
　

詩

格
集

成

五
、
春
日
獨
壗

に
當
る
」.
叉
「端
坐
苦
に

愁
思
す
.
衣
を
攬
て
起
て

西
游
す
」の
如
き
、胡
と
壗
と
、愁
と
游
と
犯
す
、○
小
韻
は
、十
字
の

中
、自
ら
韻

有

り
、「灘
帷
明
月
鑑
す
、清

風
我
か
襟
を

吹
く
」の
如

き
、明
と
清
と
犯
す
,○
旁
紐
は
、十
字
の
中
、已
に
田
の
字
有
ら
ば
、

寅
延
の
字
を
著
く
る
を
得
す
、
○
正
紐

は
+
字
の
中
、
已
に
壬
の

字
有
ら
ば
、
妊
任
の
字
を
著
く
る
を
得
す
、
後
の
四
病
尤
謂
れ
無

し
、道

ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

句
跟
　
梁
冰
川
日
,
五
言
は
、第
三
字
を
以
て
眼
と
爲
す
.古
人
字

を
練
る
,只
、句
眼
の
上
に
于
て
練
る
、詩

眼
.實
字
を
用
ふ
れ
ば
、方

に
句
の
健
を
得
,「昆
河
秋

一
鴈
.
砧
杵
夜
千
家
」,
叉
、
「夜
潮
人
,
郭

に
到
り
、春
霧
鳥
、山
に
.啼
く
一、七
言
は
,第
五
字
を
以
て
句
眼
と
爲

す
、旬
眼
字
練
れ
ば
、則
40
自
ら
精
紳
あ
り
、詩
眼
、
實
字
を
用

ふ
れ

ば
、方
に
句
健
な
り
、
「朝
に
翻
閣
に
登
れ
ば
雲
.馬
に
隨
ふ
、夜
・巴

江
を
度
れ
ば
雨
・兵
を
洗
ふ
。」

調
聲

　
室
海
の
文
鏡
祕
府
論
に
日
.
調

聲
の
衛
三
有

り
、臼
換
頭
、

日
護
腰
、日
相
承
。

練
字
　
容
齋
續
筆
に
日
、王
荊
公
の
縄
句
に

云

ふ
、「京
ロ
瓜
洲

一

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

一
一
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日
本

詩

話
叢

書

洲

一
水

聞
、鍾

山

砥

隔

數

重

山
、春

風

又

緑

江

南

岸
、明
い刀

何

時

照
篇我

還
h呉

中

士

人

家

略』臓

其̀

草
「初

云
、又

到
二江

甫

岸
h圈
二去

到

字
「改

爲
v過
、復

圏

去

而

改

爲
v入
、旋

改

爲
v滿
、凡

如
レ是

十

許
、字

始

定
爲
v緑
、」

張

交

潛

日
、世

以
滋
ロ
樂

天

詩
h爲
ソ得
昌容

易

而

成
『嘗

于
昌洛

中

一
士

人

家
ハ見
昌自

公

詩

草

數

紙
嚇點

竄

塗

抹
、及
二其

成
ツ篇
、殆

與
幽初

作
一不
〆槹
。

同

韻

病

　

戴

叔

除

倫
、夜

宿
昌石

頭

驛
鴫詩
、族

館

誰

相

問
、寒

燈

獨

可
v親
、
一
年

將
"蠡

夜
、萬

里

未
v蹄

人
、

寥

落

悲
昌前

事
「支

離

笑
託

身
憖

顏

與
昌衰

鬢
明

日

叉

逢
暴

、此

詩
、問

夜

事

笑

鬢

五

字

皆

去

聲
、故

爲
v

病
。

八

腰

仄

　

陳

子

昂
、春

夜

別
麦

ム

詩
、銀

燭

吐
昌青

烟
「金

樽

封
昌椅

筵
h離

堂

思
"琴

瑟
h別

路

遶

山̀

川
h明

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
二

承
聞
.鍾
山
羝
漏
つ
數
重
の
山
、
春
風
夂
線
な

り
江
南

の
岸
、
明

月
弼
の
時
か
我
が
還
る
を
照
さ
ん
」、
呉
中
の
士
人
家
に
其

の
草

を
藏
す
、初
め
に
云
.瀞
、「叉
江
南
の
岸
に
到
る
」
と
、
到
の
字
を
圈

去
し
、改
め
て
過
と
爲
し
,復
た
圈
去
し
て
改
て
入

と
爲
し
、旋
あ

つ
て
改
て
滿
と
爲
す
、凡
そ
是
の
如
き
二
と
+
許

に

し

て
、字
始

め
て
定
め
て
線
と
爲
す
、張
文
潛
日
。世
、白
樂
天
の
詩
ゲ
以

て
容

易
に
し
て
成
る
を
得
る
と
爲
す
、嘗
、
洛
中
の
一
士
人
の
家

に

于

て
.白
公
の
詩
章
數
紙
を
見
る
、
點
竄
塗
抹
せ
り
、
其
の
篇
…を
成
す

に
及
て
、殆
と
初
作
と
倅
か
ら
す
。

同
韻
病
　
戴
叔
倫
の
除
夜
、石
頭
驛
に

宿
す
る
.詩

に
「族
館
誰
か

相
問
は
ん
、寒
燈
獨
親
む
可
し
、
一
年
將

に
盡
き
ん
と
す

る

夜
、萬

里
未
だ
歸
ら
ざ
る
人
。寥
落
.
前
事
を
悲

み
、支
離
此
の
身
を
笑
ふ
.

愁
顔
と
嚢
鬢
と
.明
日
叉
春
に
逢

ふ
」、
此
の
詩
,問
夜
事
笑
鬢
の
五

字
皆
去
聲
、故
に
病
と
爲
す
。

八
腰
仄
　
陳
子
昂
の
春
夜
、友
人
に
別
る

詩

に
、「銀
燭
青
烟
を
吐

き
、金
樽
綺
筵
に
對
す
、離
堂
、琴
瑟
を
思
ひ
、別
路
山
川
を
遶
る
、明

一
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め

月

隱
二高

樹
h長

河

沒
曉

天
「悠

悠

洛

陽

去
、此

會

在
`

何

年
舌

唐

詩

合

解

日
、此
詩
、八

腰

皆

仄

聲
、不
v覺
昌

其

病
n然

亦

當
v戒
。

蜂

腰
　
　
明

辨

日
、凡

頷

聯

不
v對
、卻

以
当十

字
嶋敍
二

爽

而

意
潤與
"首

二

句
一相

貫
、至
顫

聯

方

對

者
、謂
蜂

腰

體
「言

巳

斷

而

復

續

也
、如
昌崔

雛

黄

鶴

樓
・李

自

鸚

鵡

洲

之

類

古

詩

　

明

辨

日
、古

詐

尤

長

者
、漢

末

建

安

時

人

爲
蕉

仲

卿

妻
齢作
、是

古

今

策

一
首

長

詩
。

濳

確

類

書

日
、四

言

詩

起
"手

漢

楚

王

傅

韋

孟
↓

海

虞

訥

日
、七

古

起
手

漢

栢

梁

毫

體
武

帝

首

句

日
、B

月

星

辰

和

四̀

海
ハ梁

王

襄

繼
v之

日
、驂

駕

駟

馬

從
v梁

來
、而

下

作

者

二

十

四

人
、至
二東

方

朔
一而

止
、毎

人

一
句
、皆

有
ノ韻
、貫

按
、栢

梁

鏖

詩
、班

史

不
レ

　
　
　
　

詩
格

集

成

月
.高
樹
に
隱
れ
,長
河
、嶢
天
に
沒
す
、悠

々
洛
陽
に
去
る
.此
の
會

.

何
の
年
に
在
る
」.古
唐
詩
合
解
に
日
.此
の
詩
.八
腰
皆
仄
聲
,其
の

病
を
覺
え
す
、然
れ
ど
も
亦
當
に
戒
む
べ
し
。

蜂
腰

　
明
辨
に
日
、凡
そ
頷
聯

封

せ
す
、卻
て
十
字
を
以
て

一
事

を
敍
し
、而
し
て
意
、首
の
二
旬
と
相

貫

き
、頸
聯
に
至
て
方
に
封

す
る
者
を
蜂
腰
體
と
謂
ふ
、言
ふ
は
巳
に
斷
え
て
復
續

ぐ
な

り
、

崔
願
の
黄
鶴
櫻
.李
白
の
鸚
鵡
洲
の
類
の
如
し
。

古
詩
　
明
辨

に
日
、古
詩
尤
長
き
者
は
、漢

末

建

安
の
時
の
入
焦

仲
卿
の
妻
の
爲
め
に
作
る
、是
れ
古
今
第

一
首
の
長
詩
。

濳
曜
類
書
に

日
、四
言
の
詩
は
漢
の

楚
王
の

傅
韋

孟

に
起
る
、

海
虞
訥
日
、七
古
は
漢
の
栢
梁
臺
の
體

に

起

る
、武
帝
の
首
句
に

日
、「日
月
星
辰
四
海
を
和
く
」,梁
王
襄
、之
に
繼
で

日
↓
驂
駕
嬲
馬

梁
從
り
來
る
と
一
而
下
作
者
二
十
四
人
、
東
方
朔
に
至
て
止
む
.毎

人

一
句
、
皆
韻
あ
り
、」貰
按
す
る
に
、栢
梁
窒
の
詩
、
班
史
に
載
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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日

本

詩

話
叢

書

載
、見
三

秦

記
司

朱

緑

池

日
、古

詩

韻

法

興
y賦

同
、賦

逐
レ段

換
v韻
、換
v

韻

處

帥

段

落
、段

落

必

轉
v意
、是

其

定

法
、古

唐

詩

合

解

日
、古

風

中
、凡

轉
v韻

處
、意

思

必

有
嵩轉
換
h」文

心

雕

龍

日
、賈

誼
・枚

乘
、四

韻

輙

易
、劉

歡
・桓

譚
、百

韻

不
v邏
、亦

各

艇
其

志
一也
　
　
李

于

鱗

日
、五

言

古

詩

起
・於

李

陵
ハ按
、野

客

叢

書

日
、余

觀
謡徐

陵

玉

臺

新

詠
ハ有
昌放

乘

雜

詩

九

章
∵皆

五

言

徹

章
、此

正

明

爲
驫五

言

詩
硝者
、在
昌李

陵

之

前
舶

冰

川

詩

式

日
、學
昌五

言

古

詩
一者
、須
下將
昌古

詩

十

九

首
一熟

讀

玩

味
蛸方

得
と
日
越
哺

聯

句
　
　
況

括

日
、聯

句
、虜

廷

癢

歌
、武

帝

栢

梁
、已

肇
二其

端
'矣
、」王
伯

大

日
、古

無
轟此

體
h創
γ自
昌韓

退

之
嚇

按
、六

朝

以

前

謂
乏

蓮

旬
門晉

賈

充

與
轟其

妻
蓮

句
、

一
四

す
、
三
秦
記
に
見
ゆ
。

朱
緑
池
日
.古
詩
の
韻
法
は
賦
と

同

じ
,
賦
は
段
を
逐
ひ
韻
を
換

ふ
.韻
を
換
ふ
る
處
は
帥
.段
落
、段
落
は

必
、意
を
轉
す
、是
れ
其
定

法
.古
唐
詩
合
解
に
日
,古
風
中
、凡
そ
韻

を
轉
す
る
處
、意
思
必
轉

換
あ
り
、」文
心
雕
龍
に
日
.賈
誼
、枚
乘
.四
韻
に
し
て
輙

ち
易

ふ
、

劉
歌
・桓
譚
、百
韻
遷
ら
す
.亦
各
量
其
志

に
從
ふ
な
り
,　

李
干
鱗

日
、五
言
古
詩
は
李
陵
に
起
る
と
按
す
る
に
、野
客
叢
書
に

日
、余
、

徐
陵
の
玉
臺
新
詠
を
觀
る
に
、州枚
乘
の
雜
詩
九
章
占̀9
り
、
皆
五
言

徹
章
、此
れ
正
に
明
に
五
言
の
詩
か
爲

る
者
は
李
陵
の
前
に
在
り

冰
川
詩
式
に
日
.五
言
古
詩
を
學
ぶ
者
は
須
ら
く
古
詩
十
九
首
を

も

つ將
て
熟
讀
玩
味
す
べ
し
、方
に
旨
趣
を
得
ん
。

聯
句
　
況
景
日
.聯
句
は
虞
廷
の
慶

歌
、武
帝
の
栢
梁
.已
に
其
の

端
を
肇
む
.

王
伯
大
日
、古
此
の
罷
な

し
、韓
退
之
よ
り
創

る
、按

す

る
に
.六
朝
…以
前
.之
を
連
句
と
譫
ふ
、晉
の
へ賈
充
、其
の
妻
と
連
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其

後
、陶

謝

諸

人
、亦

偶

爲
v之
、叉

案
、五

言

排

律

聯

句
、肪
."於

自

香

皿

謂

乏

就

對
一　
　

油

律

體

　

詩

法

源

流

日
、五

言

七

言

八

句
、有
昌對

偶

吾

律

謂
昌之

律

詩
嚇　

明

辨

日
、自
昌鄒

風

有
覯

v閔

既

多
、受
v侮

不
v少

之

句
翼

對

偶

巳

工
、石

林

詩

話

日
、

魏

晉

之

問
、詩

術

未
v知

聲̀

律

對

偶
ハ陸

雲

相

謔

之

辭

所
"謂

日

下

苟

鳴

鶴
、雲

間

陸

士

龍

者
、乃

正

爲
昌

的

對
ハ　

案
、虞

書
、元

首

明
、股

肱

良
、箋

典

聲

依
レ永
、

律

和
v聲
、亦

的

對
、揚

雄

云
、高

餓

顯
、下

隷

隱
、孔

北

海

詩
、坐

上

客

常

滿
、樽

中

酒

不
v室
、亦

同
。

澹

浪

日
、有
轟律

詩

至
昌百

五

十

韻
「有
下律

詩

止
恥三

韻

砦
加唐

入

有
}六

句

五

言

律
哺

排

律
　
　明

辨

日
、排

律

原
於

顔

延

之
・謝

瞻

諸

人
h

陳

梁

以

還
、儷

句

尤

切
、唐

興

始

專
二此

體
ハ而

有
昌排

　
　
　
　
詩

格

集

成

句
す
、其
の
後
、陶
謝
諸
人
、亦
偶
}
之
を

爲
す
.夂
案
す
る
に
、五
言

排
律
聯
句
は
、白
香
山
に
肪
る
、之
を
就
對
と
謂
ぷ
。

律
體
　
詩
法
源
流
に
日
、五
言
七
言
八
句
.黝
偶
昔
律

有

り
、之
を

律
詩
と
謂
ふ
、」
明
辨
に
日
、郡
風
よ
り
、「閥

に
覯
ふ
既
に
多
し
、侮

を
受
る
少
ら
す
」の
旬
有
り
。其
の
樹
偶
己

に
工
、石
林
詩
講
に
日
、

魏
晉
の
間
、詩
爾
未
だ
盤
律
封
偶
を
知
ら
す
、陸
雲
相
謳
る

の
辭

に
謂
は
ゆ
る
百

下
の
苟
鳴
鶴
.
雲
間
の
陸

士
龍
」と
い
ふ
者
、乃
正

に
的
對
た
り
、
案
す
る
に
、虞
書
に
.元
首
明
な
る
か
な
、
股
肱
良

い
か
な
、堯
典
に
、馨
は
永
に
依
り
、律
は
聲
を
和
す
、亦
的
對
な
り
、

揚
雄
云
ふ
、高
餓
顯
れ
、下
祿
隱

る
、
孔
北
海

の
詩
に
、坐
上
客
常
に

滿
ち
、榔
中
酒
室
か
ら
す
,亦
同
し
。

澹
浪
日
、律
詩
に
し
て
百
充
十
韻
に
至

る

右

り
、律
詩
に
し
て
三

韻
に
止
る
者
あ
り
、膚
人
に
六
句
五
言
の
律

あ
り
。

排
律
　
明
辨
に
口
、排
律
は
顏
延
之
,謝
瞻
の
諸
人
に

原

く
、陳
漿

以
還
.儷
40
尤
切
な
り
、
唐
興
て
始
め
て
此

の
體
を
專
に
し
、
而
し

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
一
五
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日
本

詩

話
叢

書

律

之

名
「
　
楊

升

菴

外

集

云

七

言

排

創
漏於

老

杜
噛

按

楊

説

層

矣
、六

朝

況
一君

收
、有
掌桂

撮

汎
昌中

河
一詩
岫

是

乃

七

言

排

律
。

絶

句

　

明

辨

日
、絶

句

詩
、原
於

樂

府
門下
自及
訟
ハ
代
ハ

邇

作

漸

繁
、唐

初

穩

順

聲

勢

定

爲
呂絶

負

絶

之

爲
v

言

截

也
、帥

律

詩

而

截
v之

也
、又

日
、唐

人

絶

句
、皆

稱
葎

詩
嚇李

漢

編
畠

黎

集
蘿

句

皆

入
葎

詩
嚇蓋

可
レ

見

矣
。

句

中

對

　

元

種

詩
、四

年

三

月

牛
、新

笋

晩

花

時
、

司

室

曙

詩
、遠

山

芳

草

外
、流

水

落

花

中
、李

嘉

肪

詩
、孤

雲

獨

鳥

川

光

暮
、萬

井

千

海

山

氣

深

之
類
、

　

容

齋

續

筆

日
、唐

人

或

於
二

句

屮

自

成
昌對

偶
嚇

謂
乏

當

句

封
蓋

起
昌於

楚

詞
明

蹉

對

　

王

元

之

詩
、春

殘

葉

密

花

枝

少
、眠

起

茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
六

て
排
律
の
名
あ
り
、楊
升
菴
外
集
に
云
ふ
、七
言
排
は
老
杜

に
創

る
と
、按
す
る
に
、楊
詭
膚
な
り
、六

朝
の
況
君
攸
,桂
繊
中
河
に
汎

ぶ
詩
有
り
、是
れ
乃
七
言
排
律
。

繦
句
　
明
辨
に
日
,絶
句
の
詩
は
、樂
府
に

原
く
、下
、六
代
に
及
て

述
作
漸
く
繁
し
、唐
初
穩
順
,聲
勢
定
り
て
繦
句

と

爲
る
.絶
の
言

た
る
截
な
り
、帥
、律
詩
に
し

て
之
れ
を
截
す
る
な
り
、又
日
、唐
人

の
絶
句
、皆
律
詩
と
稱
す
、李

漢
の

昌

黎
集

を
編
す
る
や
、絶
句
は

皆
律
詩
に
入
る
、葢
見
る
べ
し
。

句
中
對
　
元
…幎
の
詩
に
、「四
年
三
月
傘
、新
笋
晩
花
の
時
」、司
室
曙

の
詩
に
「蓮
山
芳
草
の
外
、流
水
落
花
の
中
』.李
嘉
砧
の
詩
に
「孤
雲

獨
鳥
川
光
暮
れ
、藹
井
千
海
山
氣
深
し
」の
類
。

容
齋
續
筆
に
日
、
唐
人
或
は

一
句
中
に

於
て
自
ら
謝
偶
を
成
す
、

之
を
當
句
封
と
謂
ふ
、葢
楚

詞
に
起
る
。

蹉
封
　
王
元
之
の
詩
に
門春
殘
し
て
葉
密

に
花
枝
少
し
、眠
起
て

■



辧

多

酒

盞

疎
、此

一
聯

以
v密

對
レ疎
、以
〆多

對
v少
、正

交

股

用
v之
、故

謂
"之

交

股

對
門唐

李

義

山

詩
、裾

抱

六

幅

湘

江

水
、髻

挽

巫

山

一
段

雲
、亦

同

法
。

假

對

　

厨

人

具
鷄

黍
「稚

子

摘
吊楊

梅
h是

楊

羊

同

音
、借

對
v鷄

也
、捲
v簾

黄

葉

落
、開
レ戸

子

規

啼
、是

子

紫

同

「賈

借

對
v黄

也
、葉

石

林

云

老

杜

對

偶

至

嚴
、

而

迭
昌楊

某
一云
、子

雲

清

自

守
、今

H

起

爲
v官
凸是

爲
昌

假
γ雲

封
7日
、兩

句

一
意
、乃

詩

家

良

法
、陳

后

山

詩

輟
V耕

扶
肩

旦

起
V廢

極
二吹

嘘
門是

吹

爲
レ陰
、嘘

爲
レ陽
、

與
・
日

月
輸相

對
、貫

按

藏

海

詩

話

云
、杜

詩
、酒

債

尋

常

行

處

有
、人

生

七

十

古

來

稀
、尋

常

是

數
、所
菖以

對
昌七

十
h叉

謂
昌之

借

韻
刈

扇

野
　
　
是

以
一第

一
句
哺對
第

三

句
以

一一第

二

句
一對

第

四

句
瞬者
、老

杜

七

絶
、昔

時

花

下

流

蓮

飲
、暖

日

　
　
　
　

詩
絡

集

成

茶
多
く
酒
盞
疎
な
り
」、
此
の

一
聯
、
密
を
以
て
疎
に
對
し
,多
を
以

・て
少
に
對
し
.
正
に
交
股
こ
れ
を
用

ふ
。故
に
之
を
交

股

對
と
謂

ふ
.唐
の
李
義
山
の
詩
に
、
「補
は
勉
く
六
幅
湘
江
の
水
、髻
は
挽
く

巫
山

一
段
の
雲
」,亦
同
法
。

假
對
　
「厨
人
鷄
黍
を
具

へ
.稚
子
楊
梅
を
摘
す
」,是
れ

楊
羊
同
音

借
り
て
鷄
に
對
す
、「簾
を
捲
け
ば
黄
葉
落
ち

戸

を

開
け
ば
子
規

啼
く
』是
れ
子
紫
同
音
、借
り
て
黄
に
對
す
、
葉

石
林
云
ふ
、老
杜
封

偶
至
嚴
、而
し
て
楊
某
を
逾
る
に
云
ふ
、「子
雲
清
自
ら
守
る
、今
日

起
て
官
と
爲
る
』,是
れ
雲
を
假
り
て
日
に
野
す

と
爲

参
、兩
旬

一

意
、乃
詩
家
の
良
法
.陳
后
山
の
詩

に
↓耕

を

輟

め

て
日
月
を
扶

け
,廢
を
起
し
て
吹
嘘
を
極
む
」是
れ
吹
を
陰

と

爲

し
.嘘
を
陽
と

爲
し
、日
月
と
相
封
す
實

按
す
る
に
藏

海
詩
話
に
云
ふ
、杜
詩
に

「酒
債
尋
常
行
く
處
に
有
、入
生
七
十
古
來
稀
な
り
㎞.尋
常
は
是
れ

數
、七
十
に
封
す
る
所
以
な
り
と
.叉
こ
れ
を
借
韻
と
謂
ふ
。

扇
封
　
是
れ
第

一
句
を
以
て
第
三
句
に
封
し
、第
二
句
を
以
て
第

四
句
に
封
す
る
者
、老
杜
の
七
絶

に
、「昔
時
花
下
に
流
連
し
て
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
竜
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=

木

詩
活

叢

書

天

桃

鶯

亂

飛
、今

ロ

江

邊

容

易

別
、淡

煙

荒

草

馬

頻

嘶
、李

自

長

干

行
、五

口

南

風

興
、思
v君

下
二巴

陵
h

八

月

丙

風

起
、想
v吾

發
昌楊

テ

之

類
。

三

言

詩

　

明

辨

日
、三

言

詐

自
v漢

始
、冰

川

詩

式
、

載
鼻明

蘇

砧

三

言

詩
嚇將
v進
v酒
、樂

問

陳
、錯
昌華

燈
嚇襲
昌

錦

萵
↓覯
良

壁

擁
亮

塵
ハ獻
禽

集

酬
午

傘

嗟

何

辭
、

不
昌欝

醺
h流

水

逝
、曜

靈

況
。

三

截

體

　

李

白

詩
、践

落

沙

明

天

倒

開
、波

搖

石

動

水

榮

廻

之

類
。

句

作
昌兩

節

　
杜

詩
、不
v知

西

閣

意
、肯

別

定

留
v人
、

是

背

別

耶
、留
レ人

耶

也
。

拆

句

格

　

玉

屑

日
、永

叔

詩
、靜

鼕

竹

時

來
昌野

寺
肉

獨

尋
v春

偶

過
昌溪

橋
ハ
　
盧

贊

元

雪

詩
、想
昌行

客

過
"

,梅

橋

滑
h免
5老

農

憂
二麥

隴

乾
}之

類
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
一
八

む
.暖
目
夭
桃
鶯
胤
れ
飛
ぶ
、今
目
江
邊
容
易

に
別
る
.淡
煙
荒
草

馬
頻
に
嘶
く
」.李
自
の
長
干
行
に
、「五
日
南

風
興
る
、看
を
思
て
巴

陵
に
下
る
、八
月
西
風
起
る
、君
を
想
て
楊

子
を
發
す
」の
類
。

三
言
詩
　
明
辨
に
日
、三
言
の
詩
は
漢
よ
冖り
始
る
、」菰
川
詩
式
に

明
の
蘇
祐
の
三
言
の
詩
を

載
'す
、「將
さ
に
酒
を
逕
ん
と
す
、樂
間

陳
す
、華
燈
ケ
錯
ふ
、錦

菌

を

襲
融ぬ
,良
時

に
覯
ふ
、光
塵
を
擁
す
、

萬
年
を
獻
す
、千
金
を
酬
ゆ
、嗟

何
の
辭
ぞ
.常
に
醺
せ
ざ
ら
ん
,流

水
逝
く
、…曜
靈
況
む
」、

三
截
鶻
　
李
白
の
詩
に
、「日
落
ち
沙
明
に
天
倒
に
開

く
.波
搖
き

石
動
て
水
榮
廻
す
』の
類
。

句
、兩
節
を
作
す
　
杜
詩
に
、「知
ら
す
西
閣

の
意
、肯
て
別
る
ゝ
か

定
め
て
入
を
留
む
る
か
」.是

れ

肯
て
別
る
≧
か
人
を
留
む
る
か

な
り
。

柝
句
格
　
玉
屑
に
日
、永
叔
の
詩
に
、「靜

に

竹
を
愛
し
て
時
に
野

寺
に
來
り
,獨
、春
を
蕁
て
偶
聖
溪

橋

を
過

ぐ
」、慮
贊
元
の
雪
の
詩

に
、「行
客
、梅
橋
の
滑
を
過
る
を

想
ひ
、老
農
、
麥
隴
の
乾
く
を
憂

る
を
発
る
の
」
類
。



3跏

折

腰

句

　

七

言
、上

三

字

下

四

字
、鳳

皇

樂

奏

鈞

天

曲
、烏

鵲

橋

過

織

女

河
、或

上

五

字

下

二

字
、杖

藜

嘆
〆世

者

誰

子
、中

天

月

色

好

誰

看
、或

上

二

下

五
、不
γ貪

夜

識
昌金

銀

氣
嚇遠
v害

朝

看
鹿

麋

遊
唱之

類

也
」

倒

句
　
　
一
名
錯

綜

句
翼

名
友

句
嚇杜

詩
、野

禽

嚇
轟

杜

宇
嚇山

蝶

夢

莊̀

子
嚇香

稻

啄

餘

鸚

鵡

粒
、碧

梧

棲

老

鳳

皇

枝
、叉
、久

鉾

野

鶴

如
昌雙

鬢
寔

謂
健

{鬢

如
昌

野

鶴
一也
、　

誠

齋

詩

話

日
、坡

詩
、雪

乳

巳

翻

煎

處

脚
、松

風

仍

作

瀉

時

聲
、此

倒

語

也
、尤

詩

家

良

法
、

　

案
、杜

詩

倒

句

極

多
、如
超縱
v酒

欲

謀

良

夜

醉
、還
レ

家

初

散

紫

宸

朝
h是

謀
良

夜

醉

欲
v縱
v酒
、散
昌紫

宸

朝
勅

還
v家

也
、江

閣

邀
v賢

許

馬

迎
、午

時

起

坐

自

天

明
、是

自
雌天

明
一起

坐

到
昌午

時
一也
、　

丹

鉛

總

録

　
　
　
　

詩

格
集

戎

折
腰
句
　
七
言
、上
三
字
下
四
字
、「鳳

皇
樂
奏
す
鈞
天
の
曲
、烏
鵲

橋
過
ぐ
織
女
の
河
』、或
は
上
五
字
下
二
字
、「杖
藜
世
を
嘆
す
る
者

は
誰
が
子

ぞ
、中
天
月
色
の
好
き
誰
か
看
る
」、或
は
上
二
下
五
【貪

ら
す
し
て
夜
、
金
銀
の
氣
を
識
り

害
に
蓮
か
り
て
朝
に
鹿
麋
の

遊
ぶ
を
看
る
」の
類
な
り
。

倒
句
　

一
に
錯
綜
句
と
名
く
、叉
反
句
と
名

く
、杜
詩
に
、「野
禽
杜

宇
瞞
き
、山
蝶
莊
子
を
夢
む
」、[香
稻
豚

み
餘
す
鸚
鵡
粒
、碧
梧
棲
み

老
ふ
鳳
皇
枝
」、又
「久
く
野
鶴
雙
鬢
の
如
く
な
る
を
搾

ふ
」、是
れ
雙

鬢
野
鶴
の
如
き
を
謂
ふ
な
り
、誠
齋
詩
話
に

日
、坡
詩
に
、「雪
乳
已

に
翻
る
煎
處
の
脚
、松
風
仍
ほ
作
す
瀉
時
の
聲
」、此
れ
倒
語
な
り
、

尤
詩
家
の
良
法
と
、案
す
る
に
、杜
詩
に
倒
句
極
め
て
多

し
↓
酒
を

縱
に
し
て
謀
ら
ん
と
欲
ず
良
夜
の
醉
、
家

に

還

て
初
て
散
す
紫

宸
の
朝
一
の
如
き
、
是
れ
良
夜
の
醉
を
謀

り
て
酒
を
縱

ま
に
せ
ん

と
欲
し
.紫
宸
朝
の
朝
を
散
じ
て
初
て
家
に
還
る

な
り
、「江
閣
賢

を
邀

へ
て
許
馬
迎
ふ
.午
時
起
坐
し
て
天
明
よ
り
す
」.是

れ
天

明

よ
り
起
坐
し
て
午
時
に
到
る
な
り
、
丹
鉛
總
録
に
日
、
古
人
の
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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日

本

詩
話

叢
書

日
、古

人

語

多
v倒
、漢

書

中

行

読

日
、必
四我

也
、爲
ご漢

患
一者
、若
二今

入
一則

云

爲
昌漢

患
一者
、必

我

也
、貫

日
、有
罩

句

倒

而

語

奇

者
門家

語
、歌

予

和

汝
、禮
記

誰

歟
哭

者
。

翻

案

句

法
　
　
此

取
舌

人

句
一翻
二案

之
一也
、少

陵
、明

年

此

會

知

誰

健
、醉

把
昌茱

萸
一子

細

看

之

句
、劉

浚

翻

案

云
、不
レ用

茱

萸

子

細

看
、管

取

明

年

各

張

健
、

杜

牧

詩
、公
遣

世

間
惟

自

髪
、羅

鄲

詩
、惟

有
呂春

風

不
琶

情
鞠丘

環

山

翻
"案

二

句
百

髪

年

來

也

不
γ公
、

春

風

亦

與

世̀

情
一同
。

多

疊

字

體
　
　
呉

融

詩
、
一
聲

南

鴈

巳

先
レ紅
、槭

々

凄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔓

凄

葉

葉

同
、
一
句

連
嵩三

字
麟者
、劉

駕

詩
、樹

樹

樹

梢

鶯

啼
レ曉
、夜

夜

夜

深

聞
昌子

規
「叉
、爲
7對

者
、山

谷

雪

詩
、夜

聽

疎

疎

還

密

密
、曉

看

整

整

復

斜

斜
。

用
二子

母

字

粧
v句

法
　
　
竹

疎

烟

補

密
、梅

痩

雪

添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
0

倒
多
し
.漢
書
、
中
行
諡
日
、
必
す

我
な
ら
ん
、
漢
の
患
を
爲
す

者

と
、今
人
の
若
き
は
則
云
ん
、
漢
の
患
を

爲
す
者
は
必
我
な
む

ん

と
、貫
日
.句
倒
し
て
語
奇
な
る
者
有
り
.
家
語
に
歌
ふ
は
予
和
す

る
は
汝
、禮
記
に
、誰
ぞ
哭
す
る
者
は
。

翻
案
の
句
法
　
此
れ
古
人
の
句
を
取
て
之
を
翻
案
す
る
な
り
、少

陵
「明
年
此
の
會
知
る
誰
か
聖健

な

る
、醉

τ
茱
萸
を
把
て
子
細
に

看
る
』
の
句
、
劉
浚
翻
案
し
て
云
ふ
、【用
ひ
す
、茱
萸
子
細
に
看
る

を
、管
取
す

明
年
各
ー
強
健
]杜
牧
の
詩

に
、世
間
に

公
道
た
る
は

惟
ー
自
髪
』、羅
郢
の
詩
に
↓
惟
春
風
の
世
情
な
ら
ざ
る
有
り
」、丘
瓊

山
二
句
に
翻
案
す
、「白
髪
年
來
也
た
公
な

ら

す
.春
風
亦
世
情
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

同
し
%

疊
字
體
　
呉
融
の
詩
に
、「
一
聲
南
鴈

巳

に
紅
に
先
ち
.槭
々
凄

々

葉
々
同
し
コ

句
三
字
を
蓮
る
者
に
は
、劉
駕
の
詩
に
、[樹
々
々
稍

に
鶯
曉
に
暗
き
.夜
々
々
深
に
子
規
を
聞

く
」、
叉
.對
を
爲
す
者
に

は
、山
谷
の
雪
の
詩
に
.【夜
聽
く
疎
々
邇
た
密

々
、曉
に
看
る
整
々

復
斟

々
、

子
母
字
を
用
ひ
て
粧

ふ
句
法

「竹
は
疎
に
し
て

烟
補

ふ
て
密
、
梅

■



3
　

肥
。

　
　

四
異

格

是

四

句

四
意
、即
少

陵

漫

與
詩

髢

、、

　
　

應

字

格

首

聯

立
三

失

頷

聯

應
・之
、此
格

堕

於

　
　

老

杜
自

居

易

詩
、臥
竺

卷

書
、馨

、
一
杯

酒
、書

　
　

將
γ引
昏

睡

酒

用

扶
昌衰

朽
琵

以
酒

書

二
字
應
・之

　

一

　
　
　
也
。

　
　
　
雙

尾

格

　

王
維

詩
、依

違
動
昌車

馬
↓稠

悵

出
菘

蘿
ハ

　
　
　
怨
下別
魯
掃
山
一去
畑其

如
嵩緑

水
一何

之
類
。

　
　
　
損

盆
字

法
　
　詩

眼

田
、況
栓

期

詩
、人

如
昌天
上

坐
↓

　
　
　
魚

似

鏡̀

中

懸
一杜

詩
、春

水

船

如
昌天

上

坐
↓老

年
花

　
　
　
似
昌霧

中

看
寔

也
、杜
詩
、夜

足

沾
・沙
雨
、春

多

逆
・水

　
　
　

風
・樂

天
詩
、巫

山

夜

足
沾
ノ沙

雨
、隴

水

春

多

逆
・水

　
　
　

風
、亦
同
。

姐

三
韻
律

太

臼

迭
・内

護

山
女

道

士
李

騰

室

　
　
　
　
　
　
　

詩

格
集

成

=

は
痩
せ
て
雲
添
へ
て
肥
僂

四
異
格
.
是
れ
四
句
四
意
、部
ち
少
陵
漫
與
の
詩
、日疋
れ
な
り
。

應
字
格

首
聯
に
二
字
を
立
て
、頷
聯
之
に
應

す
、此
の
格
、老
杜

に
.唳
る
百

居
易

の
詩

に
、【枕
に
臥
三

卷
霊

.、起
薹

.
む

一
杯

の
酒
・
書
は
將
に
昏
睡
を
引
か
ん
と
す
、
酒
は
用
ひ
嚢

朽
を
扶

く
」・此
れ
酒
書
の
二
字
を
以
て
之
に
應

す
る
な
り
。

雙
尾
格

王
維
の
詩
に
、「篷

.車
馬
螽

か
し
、纏

,松
蕘

出

づ
・青
山
に
別
れ
秀

に
忍
び
ん
や
、其
隸

水
を
如
饗

ん
お

類

。
鑾

字
法

詩
眼
旨

、饕

期
の
詩

に
,天

は

天

上
に
坐
す
⇔

か
如
く
魚

は
鏡
中
懸

る
に
簗

皇

、杜
詩
に
.棄

の
船
は
天

上
に
坐
す
る
が
如
く
、老
年
の
花
は
霧
中
の
看
に
變

り
」、.疋
れ

な
り
・杜
詩
三

夜
は
足
る
沙
竃

す
雨
、春

は

多
し

水

に
逆
ふ

風
藥

天
の
詩
に
・門巫
山
蹇

る
沙
霑

窒
開
、隴
水
套

多

し
水

に
逆

ふ
風
レ亦

同

じ
。

三
韻
律

杏

の
内
の
繕

の
竈

峯

爨

を
慧

⇔
蹇

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

一
二
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弸謬

　
　
　
　

口

本

詩

話
叢

書

詩
、君

蕁

騰

空

子
、應
v到

碧

山

家
、水

春

雲

母

碓
、風

掃

石

榴

花
、若

戀
昌幽

居

好
嚇相

邀

弄
紫

霞
肉是

也
、叉

謂

之̀

六

句

格
輔

五

句

格

　

第

四

句

不
v入
ド韻
、以
昌五

句

協
レ韻
、杜

詩
、

曲

江

蕭

蕭

秋

氣

高
、菱

荷

枯

折

隨
二風

濤
門遊

子

室

嗟

垂
L
一
毛
嚇白

日

素

沙

亦

相

蕩
、哀

鴻

獨

叫

求
昌其

曹
一之

類
。

五

言

三

句

格

　

王

無

功

詩
、脚
悲

桂
嚇桃

李

正

芳

華
、年

光

隨

處

滿
、何

事

獨

無
γ花
、春

桂

答
、春

花

証

能

久
、風

霜

搖

落

時
、獨

秀

君

知

否

之

類
。

隔

句

韻

　

一
名
二退

進

釁

李

建

勳

詩
、不
v喜

長

亭

柳
、枝

枝

擬
竄
送
v君
、誰

…憐
北

窓

下
、樹

樹

欲
ゾ
留
v人
、圓

坐

都

如
v月
、東

西

只

似
v雲
、愁

看

離

席

散
、歸

葢

動
二

行

塵
冒
疋
眞

文

二

韻
、隔
"句

押

者
、又

先

翰

二

韻

互

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ご
ご

る
詩
に
、「君
は
尋
ぬ
騰
空
子
.應

に
到
る
べ
し
碧
山
の
家
.水
は
春

く
雲
母
碓
、風
は
掃
ふ
石
榴
花
4
右
し
幽
居

の
好
き
を
戀

は

ゝ
、相

邀

へ
て
紫
霞
を
弄
せ
よ
」是
れ
な
り
、夂
之
を
六
句
格
と
謂
ふ
。

五
旬
格
　
第
四
句
、韻
に

入

ら
す
、五
句
を
以
て
韻
に
協

ふ
、杜
詩

に
、「曲
江
蕭

々
と
し
て
秋
氣
高
し
、斐
荷
枯
折
し
て
風
濤
に
隨
ふ
、

遘
子
室
く
嗟
く
二
毛
を
垂

る
を
、白
日
素
沙
亦
相
蕩
す
、
哀
鴻
獨

叫
ん
で
其
の
曹
を
求
む
」の
類
。

五
言
三
句
格
　
王
無
功
の
詩
に
、「春
桂
に
問

ふ
、桃
李
正
に
芳
華
、

年
光
隨
處
に
満
つ
、何
事
ぞ
獨
り
花
無
き
.春
桂
答
ふ
、春

花

誰
ぞ

能
く
久
し
か
ら
ん
.風
霜
搖
落
の
時
、獨
秀
、君
知
る
や
否
や
」の
類
。

隔
句
韻
　

一
に
退
進
韻
と
名

く
、李
建
勳
の
詩
に
.「喜
ば
す
長
亭

の
柳
、枝
々
君
を
迭
ら
ん
と
擬
す
、誰

か

憐
む
北
窓
の
下
、樹
々
人

を
留
め
ん
と
欲
す
、圓
坐
都
て
月
の
如

し
、東

西
只
雲
に
似
た
り
.

愁
ひ
看
る
離
席

の
散
す
る
を
.錦
蓋
行
塵
を
動

か

す
」、是
れ
眞
文

二
韻
、句
を
隔
て
ゝ
押
す
者
、叉
先
翰
二
韻
互
に
押

す

者
.唐
の
章
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押

者
、唐

章

禍

詩
、東

南

路

盡

奥

江

畔
、正

是

窮

愁

暮

雨

天
、鴎

鷺

不
v嫌

斜

雪

岸
、波

濤

…欺

得

涙
尸
風

船
、

偶

逢
趨島

寺
一停
v帆

看
、深

羨

漁

翕

下
v釣

眠
、今

古

著

論

英

達

算
、鴟

夷

高

興

固

無

邊
。

疊

韻

體
　
　
皮

日

休

詩
、穿
v烟

泉

潺

湲
、觸
v竹

犢

穀

鯨
、茄

篁

香

牆

匡
、熟

鹿

伏
昌屋

曲
崛

偏

傍

體
　
　
山

谷

詩
、遒

遙

近
這

邊
h憩

息

慰
""憊

懣
h

晴

暉

時

晦

明
、謔

語

諧
誰

論
h草

茱

荒

蒙

蘢
、室

屋

壅

塵

分
、僕

儻

侍
二傴

側
淫

渭

清

濁

渾
。

囘

文

　

肪
v自
昌晉

温

嬌
h束

坡

金

山

寺

詩
。

潮

隨
混暗

浪
奪

山

傾
、
　
遠

浦

漁

舟

釣
力

襲

橋

對
呂寺

門
u松

逕

小
、　

巷

當
昌泉

戯
一石

波

清
、

暹

迢

遠

樹

江

天

曉
、

靄

靄

紅

霞

晩

日

晴
、

蓬

望

四

山

雲

接
ダ水
、
　
碧

峯

千

點

數

鴎

輕
。

　
　
　
　

詩

格
集

成

碣
の
詩
に
.[東
南
路
盡
く
呉
江
の
眸
、正
に
是
れ
窮
愁
暮
雨
の

天
レ

鵬
鷺
嫌

は
す

斜
雪
の
岸
、波
濤
欺
き
得

た
り
風
に
迭
ら
る
≧
船
.

偶
、}
島
寺

に
逢
て
帆

を
停
て
看
る
.深

く
羨
む
、漁

翕
の
釣
を
下

し
て
眠
る
を
、今
古
署
論
英
達
の
算
、鴟
夷
高
興
固
よ
り
無
邊
』。

疊
韻
體
　
皮
日
休
の
詩

に
、『烟
を
穿
ち
て
泉
潺
湲
.竹
に
觸
れ
て

犢
轂
練
,荒
篁
香
牆
匡
、熟
鹿
屋
曲
に
伏
す
ヤ

偏
傍
體
　
山
谷
の
詩
に
、「逍
遙
道
邊
に
近

き
、憩
息
憊
懣
を
慰
す
,

晴
暉
時
に
晦
明
、講
羝鸚
礁
論
に
諧
す
.草
葉
荒
れ

て

蒙
籠
.室
屋
壅

り
て
塵
塗
、僕
儻
、偏
側
に
侍
し
、淫
滑
清
濁
渾
す
」。

　
　
　
　
　
　
　
　

ほじ
ま

囘
文
　
晉
の
温
蠣
よ
り
肪
る
、束
坡
金
山
寺
の
詩
。

「潮
は
暗
浪
に
隨
て
雪
山
傾
き
、

遠
浦

の
漁
舟
月
明
に

釣

る
、

　
橋
は
寺
門
に
封
し
て
松
逕
小
.

巷
は
泉
頭
に
當
て
石
波
清
し

　
迢
々
た
る
遠
樹
江
天
の
曉
、　

靄
々
た
る
紅
霞
晩

日

睛

る
、

　
海
に
望
む
四
山
雲
、水
に
接
す
.
碧
餐
千
點
數
鵬
輕
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
三
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V

㏄　航

　
　
　
　
　
日

塞

詩

話
叢

書

首

尾

吟

　

此

體

創
γ自
昌邵

康

節
嚇其

詩

云
、廬

山

烟

雨

浙

江

潮
、未
v到

千

般

恨

未
レ淌
、到

得

歸

來

無
昌別

事
納廬

山

烟

雨

浙

江

潮
。

略

字

格

　

樂

天

浪

淘

沙
、
一
泊

沙

來

一
泊

去
、
一

重

浪

減

一
重

生
、此

下

句

略
昌上

浪

沙

二

字
輔也
、貫

日
、是

即

照

略
、照
ソ上

略
ノ下

者
、古

入

文

章
、此

例

甚

多
。

盆

字

格

　

太

自

夢

遯
二天

姥
哺吟

留

別

詩
、雲

之

君

兮

紛

紛

而

來

下
、虎

鼓
v瑟

兮

鸞

囘
レ車
、仙

之

入

兮

如
γ麻
、是

盆
"三

之

字
二整
v句
・案
、呂

氏

春

秋

直

諌

篇
、

得
昌丹

之

姫
門淫
、期

年

不
v聽
γ朝
、此

盆
二

之

字
嚇帥

同

法
。

五

七

言

格

　

李

白

詩
、銀

鞍

臼

鼻

騙
、緑

池

潭

泥

錦
、細

雨

春

風

花

落

時
、揮
レ鞭

直

就
劫

姫
一飮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四

首
尾
吟

此
の
體
、邵
康
節
よ
り
創
る
、其

の
詩
に
云
ふ
.

「廬
山
の
烟
雨
浙
江
の
潮
、未
だ
到
ら
す
千
般
恨
未
だ
淌

せ
す
,到

り
得
て
歸
來
別
事
無
し
、廬
山
の
烟
雨
浙
江
の
潮
」。

略
字
絡

樂
天
の
浪

淘

沙
に
=

泊
沙
來
て

一
泊
去
る
,
一
重
浪

減
じ
て

一
重
生
す
」.此
れ
下
句
に
上
の
浪
沙

の
二
字
を
略
す

る

な
り
、貫
日
、是
れ
即
照
略
、上
に
照
し
下
を
略
す
る
者
、古
人
の
文

章
、此
の
例
甚
多
し
。

盆
字
格
　
太
白
夢
に
天
姥
に
遊
び
、吟

じ

て
留
別
す
る
詩
に
.「雲

の
君
紛
々
と
し
で
.來

り
下
る
、虎
、瑟
を
鼓
し
鸞
.車
を
囘
ら
す
、仙

人
は
麻
の
如
し
」.是
れ
二
の
之
の
字
を
盆
し
て
句
を
整

ふ
,案
す

る
に
、呂
氏
春
秋
の
査
諌
篇
に
、丹
之
姫
を
得
て
、淫

し
、期
年
ま
で

朝
を
聽
か
す
と
.此
れ

一
の
之
の
字
を
盆
す
.帥
ち
同
法
。

五
七
言
格
　
李
白
の
詩
に
.「銀

鞍
自
鼻
購
、線
池
潭
泥
錦
、細
雨
春

風
花
落
つ
る
群
、鞭
を
揮
ふ
て
直
に
胡
姫
に
就

い
て
飮
す
。」



3螂

六

七

言

格

　

樂

天

花

非
v花

詩
、花

非
v花

霧

非
v霧
、

夜

牟
・
來

天

明

去
、來

時

春

霧

幾

多

時
、去

似
"朝

雲
一

無
』覓

處
叫此

詩

長

慶

集

入
昌古

體
司

三

七

言

格
　
　
李

詩
、五

花

馬
、千

金

裘
、呼
v見

將

出

換
美

酒
翼

v爾

同

銷

萬

古

愁
、叉

有
7三

言

置
二末

句

者
畑我

向
二潅

南
一墨

桂̀

枝
n君

留
謳洛

北
一愁
昌夢

思
h不
v忍
v

別
、還

相

隨
。

轉

句

六

字

格

　

張

志

和

漁

歌
、西

塞

山

前

白

鷺

飛
、桃

花

流

水

鱇

魚

肥
、青

觴

笠

緑

蓑

衣
、斜

風

細

雨

不
v須
v蹄
。

三

五

七

言

格
　
　
李

詩
、秋

風

清
、秋

月

明
、落

葉

聚

還

散
、寒

鴉

棲

復

驚
、相

思

相

見

知

何

日
、此

時

此

夜

難

爲
幣

。

三

韻

分

押
　
　
楊

誠

齋

詩
、曉

寒

顧
v影

惜
二金

衣
↓著
v

　
　
　
　

詩
格

集

成

六
七
言
格
　
樂
天
の
花
・花
に
非
る
詩
、『花
・花
に
非
す
霧
・霧
に
非

す
、寝
雫
に
來
り
天
明
に
去
る
、來
る
時
春
霧
幾

多
の
時
、去
は
朝

雲
に
似
て
菟
む
る
處
無
し
」、此
の
詩
長
慶
集

に
古
體
に
入
る
。

三
七
言
格
　
李
詩
に
『五
花
馬
.千
金
裘
.兒
を

呼

び
將
ち
出
だ
し

美
酒
に
換

へ
、爾
と
同
く
銷
せ
ん
萬

古
の
愁
一、又
、三
言
を
末
句
に

置
く
者
有
り
、「我
は
淮
南
に
向
つ
て
桂
枝
を

攀

づ
、君
は
洛
北
に

留
り
て
夢
患
を
愁
ふ
.別
る
ゝ
に
忍
ひ
す
.還

て
相
隨
ふ
。

轉
句
六
字
格
　
張
志
和
の
漁
歌
「西
塞
山
前
自

鷺

飛

ぶ
、桃
花
流

水
鱇
魚
肥
ゆ
.青
簸
筆

緑
蓑
衣
、斜
風
細
雨
歸
る
を
須
ひ
す
.

三
五
七
言
格
　
李
詩
に
、「秋
風
清
し
、秋

月
明
か
、落
葉
聚
り
て
還

た
散
す
、
寒
鴉
棲
ん
で
復
た
驚
く
、相
思
ひ

相
見
る
知
ん

ぬ
何
の

日
ぞ
、此
の
時
此
の
寝
情
を
爲
し
難
し
」。

三
韻
分
押
　
楊
誠
齋
の
詩
に
、「曉
寒
影
を
顧

み

て

金
衣
を
惜
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五
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日

本

詩

話

叢

書

意

聽

時

不
一肯

啼
乘

入
昌柳

陰

多

處
一去
、數

聲

只

許

落

花

知
、此

支

徼

齊

三

韻

分

押
、葢

逋

韻

無
レ害
。

五

卒

五

仄

軆

　

秋

原

何

蕭

蕭
、耳

目

去
措雜

茸

之

類
、七

奉

七

仄

亦

同
、葢

句

勢

得
v健
、挺

然

最

妙
。

偸

春

格

　

明

…辨

日
、起

聯

相

對
、而

次

聯

不
v…對
者
、

謂
昌之

偸

春

體
「如
v言
乍梅

花

偸
昌春

色
剛而

先

發
幽也
、杜

甫
・塞

食

對
v月

詩
、無
v家

對
二寒

食
h有
v涙

如
"金

波
ハ斫
昌

卻

月

中

桂
h清

光

應
昌更

多
h枇

離

放
墨紅

蘂
頼

像

噸
昌

青

娥
ハ牛

女

侵
愁

思
萩

期

獪

渡
γ河
、叉

頸

聯

不
v對

者
、謂
昌之

偸

春

反

絡
蝿

十

字

句

法

　

曾

茶

山

詩
、叉

從
二江

北

路
曲重

到

竹

西

亭
、若

無
噛一二
日

雨
h那

得
昌
一
年

秋
一之

類
。

六

言

詩
　
　茶

氏

集

抄

云
、大

抵

雜

鱧

失

粘

不
v妨
、

止

要
二理

透
嚇王

維

詩
、桃

紅

復

含
宿

雨
h柳

絲

更

帶
罩

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ご
六

意
を
著
て
聽
く
時
肯
て
啼

か
す
、飛
ん
で
榊
陰
多
き
處

に

入

り

去
る
、數
聾
只
許
す
落
花
の
知
る
を
、此
れ
支
微
齋
の

三
韻
分

押

.

す
,葢
通
韻
害
無
し
。

五
李
五
仄
體
　
「秋
原
何
ぞ
蕭

々
、耳
目
雜
茸
を
去
る
」の
類
、七
夲

七
仄
も
亦
同
じ
、蓋
.
句
勢
健
な
る
を
得
、挺
然
最
妙
な
り
。

偸
春
格

明
辨
に
日
、起
聯
相
對
し
.而

し

て
次
聯
對
せ
ざ
る
者
.

之
を
偸
春
體
と
謂
ふ
、梅
花
春
色
を
偸
み
て
先
づ
發
す
と
言
ふ
が

如
し
、杜
甫

の
、寒
食
、月
に
封
す
る
詩
に
震
豕
無
く

寒
食
に
對
す
、

涙
有
り
金
波
の
如
し
、月
中
の
桂
を
斫

卻

し

て
、清
光
應
に
更
に

多
か
る
べ
し
、侃
離
、紅
蘂
を

放
つ
枳
像
青
娥
を
瀕
す
、牛
女
愁
思

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

の

を
侵
し
.秋
期
獪
河
を
渡
る
」、
叉
頸
聯
對
せ
ざ

る
者
、之
を
偸
春
反

格
と
謂
ふ
。

十
字
句
法
　
曾
茶
山
の
詩
に
↓
夊
、江
北
の
路
に
從

ひ
、重
て
到
る

竹
西
亭
、若
し
三
日
の
雨
無
れ
ば
、那
ぞ

山
年
の
秋
を
得
ん
』の
類
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

ノ
ー

六
言
詩

茶
氏
集
抄
に
云
ふ
、大
抵
雜
體
-侵

粘
す
る
も
妨
け
す
、

止
、理
の
逶
る
を
要
す
、王
維
の
詩
に
論
桃
紅
復
た
宿
雨
を
含
む
、柳

線
更
に
朝
烟
を
帶
ぶ
、花
落
ち
て
家
章
未
だ

掃

は
す
、鳥
啼

い
て



辧

朝

烟
ハ花

落

家

童

未
レ掃
、鳥

嚇

山

客

獪

眠
。

互

體

　

鶴

林

玉

露

日
、杜

詩

風

含

翆

篠

娟

娟

淨
、

雨

夷

紅

藁

冉

冉

香
、上

句

風

中

有
レ雨
、下

句

雨

中

有
v風
、
　
楊

誠

齋

詩
、緑

光

風

過
レ麥
、自

碎

日

飜
v池
、

亦

然
、上

句

風

中

有
ド
日
、下

句

日

中

有
v風
。

擲

韻
　
　
漢

書

胡

廣

傳
、萬

事

不
"理
、問
二伯

始
ハ天

下

中

庸
、有
昌胡

公
ハ晉

書

王

坦

之

傳
、盛

徳

絶

倫

郡

嘉

賓
、江

東

獨

歩

王

文

度

之

類
、貫

日
、古

人

句

中
、押

韻

者
、老

子
、知
"足

不
v辱
、知
v止

不
ソ殆
、韓

非

子
、名

正

物

定
、名

倚

物

徙

之

類
、其

他
、孟

苟

莊

管
、及

潅

南

子

等

之

書
、押
v韻

者
、不
v勝

枚̀

擧
一也
、古

人

所
v引

里

諺

俚

語

野

語

之

類
、無
v不
v押
ノ韻
、有

周

入
、名
v子

以

韻
。

轆

轤

韻
　
　朱

緑

池

日
、古

詩

前

後

用
向

韻
一者
、謂
昌

　
　
　
　

詩

格
集

成

山
客
獪
眠
る
。」

互
體
　
鶴
林
玉
露
に
日
、杜

詩
に
門風
含

み
て
翠
篠
娟
々
淨
く
、

　
う
るほ

雨
、裏

ふ
て
紅
渠
冉
々
香
し
」.上
句
は
風
中

に
雨
有

り
、下
句
は
雨

中
に
風
あ
り
、

楊
誠
齋
の
詩
に
、「線
光
り

て
風
、麥
を
過
ぎ
、白
碎

け
て
日
、池
に
飜

へ
る
」、亦
然
り
、上
句
、風
中

に
日
有

り
、↑
句
、臼

中
に
風
有
り
。

擲
韻
　
漢
書
胡
廣
傳
に
ゴ
禺
事
理
せ
ざ
れ
ば
伯
始
に

問

へ
、天
下

の
中
庸
は
甜
公
有
り
」.晉
書
王
坦
之
傳
に
,「盛
徳
絶
倫
郡
嘉
賓
、江

東
獨
歩
王
文
度
」の
類
、貫
日
、古
人
、句
中
に
、押
韻
す
る
も
の
老
子

に
、足
る
を
知
れ
ば
辱
ら
れ
す
、止
る
を
知

れ
ば
殆
か
ら

す
、韓
非

子
に
、名
正
し
く
て
物
定
り
、名
倚
て
物
徙

る
の

類
、其
の
他
.孟
筍

莊
管
、及
び
淮
南
子
等
の
書
に
、韻
を
押
す
者
、枚
舉
に
勝

へ
ざ
る

な
り
、古
人
の
引
く
所
、里
諺
俚
語
野
讌
の
類
、韻
を
押

さ
せ
ざ
る

は
無
し
、有
周
の
人
は
.子
に
名
く
る
に
韻
を
以
て
す
。

轆
轤
韻

朱
緑
池
日
、古
詩
前
後
同
韻
を
用

ふ

る
者
、之
を
轆
轤

　
　

　
　
　
　

　
　
ご
七



㎝{一　亠一一{

粥3

鳩㏄納脚

　
　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

之

轤

轆

墾

別

體

　

南

濠

詩

話

日
、袁

景

文

初

貧

甚
、嘗

館
授

一
富

家
h景

文

性

疎

豪
、師

道

頗

不
レ立
、其

家

別

延
`

陳

文
一束
h丈

束

甚

嚴
、又

善
v書
、
一
日

景

文

來

訪
、文

東

適

出
、因

大
昌書

其

案
一云
、去

年

先

生

靡
v恃
v巳
、今

年

先

生

罔
レ談
伊彼
、若

無
昌幾

箇

始

制

文
「如

何

歡

得

獪

子

比
、是

拈
晶出

千

字

丈

中

靡

特

已

長
、岡

談

彼

短
、始

制

丈

字
、獪

子

比

兒

等

句
戯

"之

耳
。

集

句

詩

　

明

辨

日
、雜
集

古

句
凶以

成
v詩
・也
、自
レ晉

以

來

有
ド之
、至
主

安

石
h尤

長
午

此
ハ楊

升

菴

日
、晉

傅

咸
、作
昌七

經

詩
嚇此

乃

集

句

之

始
、　

案
、叉

有
昌集

字

之

詩

帖
門禺
昌千

享

文
・蘭

亭

帖

等

字
一作
v之
。

拗

句

格

　

海

藏

詩

話

日
、唐

常

建

詩
、
一
徑

遇
継幽

處
蓋

唐

人

作
拗

句
王

句

既

拗
、下

句

亦

拗
、所
驫以

韻

と
謂

ふ
。

二
八

別
體
　
南
濠
詩
話
に
日
、袁
景
文
、初
め
貧

甚
し
、嘗
て

一
富
家
に

館
授
す
、景
文
性
疎
豪
、師
道
頗
る
立

た
す
、其
の
家
、刷
に
陳
文
束

を
延
く
、文
東
、甚
黻
な
り
、書
を
善
す
、
一
日
景
文
來
り
訪
ふ
、文
東

適
.斑
づ
、因
て
其
の
案
に
大
書
し
て
云

ふ
,「去
年
の
先
生
己
を
侍

む
廱
し
、今
年
の
先
生
彼
を
談
す
る
罔
し
、若
し
幾

箇

始

制
の
文

無
け
れ
ば
、如
何
ぞ
教

へ
得
ん
獪
子
の
比
、」是

れ
千
字
文
中
の
靡

慱
己
長
∴岡
談
彼
短
・始
制
文
字
・獪
子
比
兒
等
の
句

を

拈
出
し
之

に
戯
る
の
み
。

集
句
の
詩
　
明
辨
に
日
.古
句
を
雜
集
し

以

て
詩
を
成
す
な
り
、

晉
よ
り
以
來
、之
れ
有
り
、王
安
石
に
至
て
、尤
此
に
長

す
、楊
升
菴

日
、晉
の
僅
成
、七
經
詩
を
作
る
,此
れ
乃
集
句

の
始
と
.案
す
る
に

叉
集
字
の
詩
帖
有
り
、千

字

文
.蘭

亭
帖
等
の
字
を
出
し
て
之
を

作
る
。

拗
句
格
　
藏
海
詩
話
に
日
.唐
の
常
建
の
詩

に
=

徑
、幽
處
に
遇

ふ
」葢
、唐
人
拗
句

を

作
る
、上
句
甑

に
拗
す
れ
ば
、」下
句

も
亦
拗

〆



0
ゆ姻

對
一灘

房

花

木

深
h遇

與
7花

皆

拗

故

也
、　

聲

調

譜

拾

遺

日
、凡

律

詩

上

句

拗
、期

下

句

獪

可
v參
用

律

調

下

句

拗
、則

上

句

必

拗

調

協
v之
、此

不

易

之

法
、

叉

日
、唐

人

五

七

言

近

體
、起

調

多

作
拗

體
h可
ぴ知
下

律

詩

於

起̀

聯

較

寛
亠也
。

梁

冰

川

日
、拗

字

換

字

法
、或

二

四

皆

罕

或

仄
、或

六

四

皆

李

或

仄
、或

三

字

一
蓮

皆

李

或

仄
、或

當
v

凖

處

以
昌仄

聲
一易
y之
、叉

日
、拗

句

格
、其

法

以
下當
v
下
昌

卒

字
一處
n以
昌仄

宇
凶易
y之
、則

有
昌氣

挺

然

不

群
h此

體

始
於

老

杜
鴫

漁

隱

叢

話

日
、律

詩

之

作
、用
苹

仄
h世

固

有
二定

軆
h

衆

共

守
・之
、然

丕

若
下時

用
變

體
h如
申兵

之

出
レ奇

无
ウ

窮
。

裳

石

公

日
、五

言

絶

句
、貴
拗

體
h七

言

絶

句
・貴
昌諧

　
　
　
　

詩

絡

集

成

す
、門禪
房
花
木
深
し
」に
謝
す
る
所
以
な
り
、遇
と
花

と
皆
拗
す
る

故
な
り
、

聲
調
譜
拾
逡
に
日
、凡
律
詩
上
旬
拗
す

れ

ば
.則
下
句

獪
ほ
律
調
を
參
用
す
可
し
、下
句
拗

す
れ
ば
、則
上
句
必
拗

調
も

て
之
に
協
ふ
、此
れ
不
易
の
法
な
り
、又
日
、唐
人
五
七
言
近
體
、起

調
多
(
拗
體
を
作
す
。
律
詩
は
、
起
聯
に
於
て
較
圭
寛
な
る
を
知

る
可
し
。

梁
冰
川
日
、…拗
字
換
字
法
、或
は
二
四
皆
準
或
仄
、或

は

六
四
智
李

或
は
仄
、
或
は
三
字

一
連
、皆
李
或
は
仄
、或

は
當

に
雫
な
る
べ
き

礎
に
仄
聲
を
以
て
之
に
易
ふ
.又
日
、拗
字
絡
、其
山の
法
.當
に
李
字

を
下
す
べ
き
處
を
以
て
.仄
字
を
以
て
之

に
易

へ
は
、則

氣
,挺
然

不
群
な
る
有
り
、此
の
體
、老
杜
に
始
る
。

漁
隱
叢
話
に
日
、律
詩
の
作
、卒
仄
を
用

ふ
世
固
よ

り

定
體
あ
り
.

衆
共
に
之
を
守
る
、然
れ
ど
も

時
に

變
體

を
用

ふ
る
こ
と
、兵
の

奇
を
嵩
だ
し
て
、窮
り
莞
き
が
如
く
す
る
に
若
か
す
。

袁
石
公
日
、五
言
絶
句
は
い拗
體
を
貴
ぶ
.七
言
繦
句

は
諧
和
を
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
九
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蜘
リ
リ

肩

本

詩

話

叢

書

和
輔

貫

日
、五

言
、老

杜
、
一
徑

野

花

落
、孤
駲村

春

水

生
、岑

參
、洗

藥

朝

與
ソ暮
、釣

魚

春

復

秋
、七

言
、江

天

漠

漠

鳥

雙

去
、風

雨

時

時

龍

一
吟

之

類
、蓋

拗

之

逋

格
、

叉

第

三

字

有
下挾
昌仄

或

李
鴫者
納如
主

維
、流

水

如
v有
v

意
、暮

禽

相

與

還
箕

他

不
二

定

者
、掬
三

聯

三

聯
、

及

全

首
一者
、極

多
、泛

取
法

唐

人
鴎可

也
、禁

臠

日
、魯

直

換

字

對

句

法
、如
F卩
頁

今

滿

坐

且

酒

奪
、後

夜

此

堂

室

月

明
、又

日
、田

中

誰

問

不
v納
v履
、坐

上

適

來

何

處

蠅
嚇其

法

於
下當
v下
昌李

字
一慮
岫以
仄

字
一易
乏

、

欲
昌其

氣

挺

然

不

群
ハ貫

日
、長

孫

佐

輔

詩
、獨

訪
晶山

家

歇

還

渉
、茅

屋

斜

蓮

隔
齲松

葉
ハ主

人

聞
v語

未
凶開
v

門
、繞
γ籬

野

楽

飛
}黄

蝶
「此

詩

仄

韻
、而

起

承

第

二

六

字

皆

不
V粘
、叉
、柳

宗

元

詩
、官

情

覊

志

共

凄

凄
、

ぶ

。

三
〇

貫
日
.五
言
,老
杜
の
「
一
徑
野
花
落
ち
、孤
村
春
、水

生
す
旨
岑
參
の

洗
藥
朝
と
暮
と
、釣
魚
春
復
た
秋
」.七
言
,「江
天
漠

々
鳥

雙

去
、虱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ノ

雨
時
々
龍

一
吟
」の
類
、葢
、拗
の
逋
格
、叉
第
三
字
、仄
或
は
雫
を
挾

む
者
有
り
、王
維
の
、「流
水
意
有
る
が
如
し
、暮
禽
相
與
に
還
る
」の

如
し
、其

他

一
定
ゼ
ざ
る
者

は
、二
聯
三
聯
,及
び
全
首
を
拗
す
る

者
、極
め
て
多
し
、泛
く
法
を
唐
人
に
取

て
可

な
り
、禁
臠
に
日
、魯

直
の
換
字
對
句
法
↓只
ー
今
滿
坐
且

つ

酒

覃
.後
夜
此
の
堂
室
く

、月
明
」、夂
日
、「田

甲
誰
か
問

ふ
履
に
納
れ
す
、坐
上
適
に
來
る
何
處

の
蠅
ぞ
」と
日
ふ
が
如
き
、其
の
法
當
に
李
字
を
下
す

べ
き

處
に

於
て
、
仄
字
を
以
て
之
に
易

ふ
、
其
氣

の

挺
然
不
群
な

る
を
欲

す
.貫
日
、長
孫

佐
輔

の
詩
に
、「獨
、山
家
を
訪

て
歇
で
還
た
渉
る
.

茅
屋
斜
に
連
て
松
葉
を
隔

つ
、主
人
語
を
聞
て
未
だ
門
を
開
か
す
、

籬
を
繞
る
野
茱
黄
蝶
飛
ぶ
」、此
の
詩
仄
韻
、而
し

て
起
承
の
第
二

六
字
皆
粘
せ
す
、叉
、柳
宗
元
の
詩
に
、菅

情
覊
志
共
に
凄
々
、春
半

秋
の
如
く
意
轉

た
迷
ふ
、山
城
過

雨
百
花
盡
き
、穃
葉
満
庭
鶯
亂

れ

飛
ぶ
」、是
れ
轉
句
粘
せ
す
、通
し
て
之
を
拗
と
謂
ふ
,亦
準
と
す



3姐

春

孚

如
γ秋

意

轉

迷
、山

城

過

雨

百

花

盡
、榕

葉

滿

庭

鶯

亂

飛
、是

轉

句

不
v粘
、逋

謂
}乏

拗
「亦

不
ゲ可
γ準

也
、し貫

案
、常

建

詩
、
一
徑

遇
敵

處
後

人

或

改
「遇

爲
γ

逋
、是

反

失

體
、杜

甫

漫

與
、後

入

改
v與

爲
v興
、孟

浩

然

詩
、孤

帆

遠

映

碧

山
毳

、惟

見

長

江

天

際

流
、後

人

改
v映

爲
v影
、山

爲
〃塞
、曾

子

固

編

冖太

臼

集
一有
下李

自

鱠
昌信

懐

素
崗草

書

歌
、及

笑

矣

乎

悲

乎

來

數

首
納

東

坡

日
、是

皆

貫

休

以

下

詩

格
、必

非

太̀

自

所
7作
、

不
ダ知

曾

公

何

以

信

爲
も
具
作
一也
、可
γ親

李

詩

於
昌當

時
一既

如
ゾ此
、況

於
呂今

日
一乎
、後

人

携

入

改

竄
、豈

啻

是

已
。

呉

體

　

老

杜

愁

詩

薗

注
、強

戲

爲
ζ呉

體
ハ江

草

日

日

喚
ゾ愁

生
、巫

峽

冷

冷

非
"世

情
h盤

渦

鷺

洛

底

心

性
、獨

樹

花

發

自

分

明
、+

年

戎

馬

晴
萬

國
戛

域

　
　

　
　

鋳

格

集

成

る
可
か
ら
ざ
な
り
。

貫
案
す
る
に
。常
建
の
詩
、二

徑
幽
庭
に
遇

ふ
」、後
人
或
は
遇
を
改

め
て
邇
と
爲
す
、是
れ
反
て
失
體
.杜

甫

の
漫
與
、後
人
與
を
改
め

て
興
と
爲

す
、孟
浩
然

の
詩
に
「孤
帆
遠

く
碧
山
に
映

じ
て
盡

く
、惟
ー
見
る
長
江
の
天
際
に
流
る
を
」.後
人
、映
を
改

め
て
影
と

爲
し
、山
を
室
と
爲
す
、曾
子
固
、太
白
集
を
編
す
、李
白
、僭
懷
素
に

膾
る
草
書
歌
、及
び
笑
矣
乎
・悲

乎
來
・數
首
有

り
.東
坡
日
、是
皆
、

貫
休
以
下
の
詩
格
、必
、太
白
の
作
る
所
に
非
す
、知
ら

す

曾
公
何

を
以
て
信
じ
て
眞
作

と
爲
す
や
と
福
る

可
し
李
詩
.當
時
に
於

て
既
に
此
の

如
し
、況
や

今
日

に
於

て
を
や
、後
入

擁
入
改
竄

豈
蕾
聖
是
れ
の
み
な
ら
ん
や
。

呉
體
　
老
杜
、愁
詩
の
自
注
に
.強

い
て
戲

れ
に
呉
鱧
を
爲
る
と
、

「江
草
日
々
愁
を
喚
び
生
す
、巫
峽
冷
々
世
情

に
非
す
、盤
渦
鷺
浴

　
な
べ

す
底
の
心
性
ぞ
、獨
樹
花
發

い
て
自
ら

分

明
、十
年
戎
馬

萬
國
噌

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

嚇一二
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ロ

本

詩

話
叢
書

賓

客

考
菰

城
h渭

水

秦

山

得
v見

否
、人

今

罷

病

虎

縱

横
、皮

日

休
、獨

夜

有
v懐

因

作
昌呉

體
h病

鶴

帶
v露

傍
昌獨

屋
嚇破

欒

含
v雪

傾
轟孤

枯
n濯
v足

將
γ加

漢

光

腹
、

抵
v掌

欲
v樗

梁

武

鬚
、隱
v儿

清

吟

誰

敢

敵
、枕
v摩

高

臥

眞

堪
ノ圖
、此

時

枉

欠

高
散

物
、楠

瘤

作
v奪

石

作
y

墟
、方

虚

谷

日
、拗

句

之

詩
、老

杜

集
、七

言

詩

中
、謂
`

之

呉

體
h杜

詩

七

律

一
百

五

十

九

首
、而

此

體

凡

十

九

出
、不
菖止

句

中

拗
=

字
h往

往

神

出

鬼

沒
、雖
一

拗

字

甚

多

而

骨

骼

愈

峻

峭
、貫

案
、呉

鱧

郎

莫

聲
、

與
昌拗

句
噛自

別
、劉

禹

錫

始

製
竹

枝

詞
嚇其

晋

協
昌黄

鐘
嚇勿

末
、如
5臭

聲
嚇是

也
、不
v然
、少

陵

豊

下
昌強

戲

作
レ

之

字
一乎
、故

後

之

爲
3此

調
一者
、必

名

題

分

異
、獪
昌竹

枝
也

、李

于

鱗

不
v解
拗

句

呉

調
h評
蹣少

陵
白

、憤

焉

白

放
、可
昌亦

笑
叨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
ご

く
.異
域
賓
客
孤
城
に
老
ゆ
、渭
水
秦
山
見
る
を
得
る
や
否
や
、人
今

罷
病
し
虎
縱
横
、」皮
日
休
、獨
夜
懷
ふ
有
り
、因
て
呉
體
を
作
る
、「病

鶴
露
を
帶
び
て
獨
屋
に
傍

ふ
、破
集
雪
を
含
ん
で
孤
枯

を

傾

く
.

足
を
濯
τ
將
に
加

へ
ん
と
す
漢
光
の
腹
、掌
を
抵
て
持
ら
ん
と
欲

す
梁
武
の
鬚
、几
に

隱
て
清
吟
す
誰

か
敢
て
敵

せ
ん
、琴
を
枕
に

し
て
高
臥
す
眞
に
圖

す
る
に
堪

へ
た
り
、此
時
枉

け
て
欠
く

高

散
の
物
、楠
瘤
を
奪
と
作
し
石
を
壗
と
作
で
』.方
虚
谷
臼
、拗
句
の

詩
、老
杜
集
、
七
言
詩
中
之
を
呉
體
と
謂

ふ
、杜
詩
七
律

一
百
五
十

九
首
、而
し
て
此
の
體
儿

そ
十
九
出
、止
.句
中
に

一
字
を
拗
す
る

の
み
な
ら
す
、
往
々
神
出
鬼
沒
、拗
字
甚
多
し
キ
雖
も
、而
し
て
骨

骼
愈
,峻
峭
、貫
按
す
る
に
、呉
體
は
印
呉
聲
、拗
句
と
自
ら
別
な
り
、

劉
禹
錫
始
め
て
竹
枝

の
詞
を
製
す
、其

の
音
、黄
鐘
に
協
ひ
、朋
末
.

呉
聲
の
如
き
、是
れ
な
り
、然

ら
ざ
れ
ば
.少
陵
量
に
強
て
戲
に

之

を
作
る
の
字
ヶ
.下
さ
ん
や
、故
に
後

の
此
の
調
を
爲
す
者
は
.必
、

名
題
分
異
、
獪
ほ
竹
枝
の
ご
と
き
な
り
、李
于
鰄
.拗
句
呉
調
を
解

せ
す
、少
陵
を
評
し
て
日
、潰
焉
と
し
て
自
放
す
と
.亦
笑
ふ
可
し
。

■



$
　

虚

接

格

　

此

法
、第

三

句

以
虚

語
接

昌前

二
句
茹

`

　
　

張

籍

秋

思

詩
嚇洛

陽

城

裏

見
昌秋

風
嚇欲
レ作
昌家

書
'意

　
　

萬

重
、復

恐

匆

匆

説

丕
盡
、行

人

臨
レ發

叉

開
v封
。

　
　

香

奩

體

　

是

作
薗

女

宮

螺

窈

窕

臙

脂

之

態
一也
、

　
　

楊

維

禎

日
、宮

詞

者
、詩

家

之

大

香

奩

也
、不
v許
呂村

　
　

學

究

之

語
司

　
　

竹

枝

詞

　

藝

苑

名

言

日
、本

出

巴̀

渝
h劉

禹

錫

在
昌

　
　

況

湘
h以
二俚

歌

鄙

陋
門乃

依
昌騷

人

九

歌

作
二九

章
嚇敏
菖

　
　

里

中

兒

歌
ワ之
、其

音

協

黄

鎭

砌

末

如
昌呉

聲
嚇含
γ思

　
　

宛

轉
、有
蹲淇

濮

之

鸚
刈

　
　

楊

柳

枝

　

樂

府

集

日
昌柳

枝
百

居

易

作

也
、自

有
5

　
　

妓

樊

素
ハ善

歌
、小

蠻

善

舞
、自
、既

年

高

而

小

蠻

豊

　

奪

鑑
、乃

作

柳̀

枝

詞
日以

托
v意

云
、
一
樹

春

花

萬

萬

枝
、

鵬
　

鰍

於

金

色

軟
於

■絲
嚇永

豊

西

角

荒

園

裏
、毳

日

無
v

　
　
　
　
　
　

詩
絡

集

成

虚
接
格
　
此
の
法
、第
三
句
、虚
語
を
以
て
前
二
句
に
接
す
、張
籍
、

秋
思
の
詩
の
如
し
.「洛
陽
城
裏
秋
風
を

見

る
、家
書
を
作
ら
ん
と

欲
し
て
意
萬
重
、復
愁

ふ
勾
々
論
き
盡

さ
ざ
る
を
、行
人
發

す
る

に
臨
逸
磁

開
低

香
奩
體
　
是
れ
閨
女
審
嬪
の
窈
窕
臙
腦
の
態

を
作
る
な
り
・楊
維

槙
日
、
宮
詞
は
、詩
家
の

大
香
奩
な
り
、村
學
究
の
語
あ
る
を
許

さ
す
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
　

あ

竹
枝
詞
　
藝
苑
名
言
に
日
、本
.巴
渝
に
出
づ
、劉
禹

錫
、沈
湘
に
在

て
俚
歌
の
鄙
陋
な
る
を
以
て
、乃
.騒
人
九
歌

に

依

て
九
、馨

.作

り
、里
中
の
兒
に
之
を
歌
は
し
む
.其
の
音
黄
鐘
に
協

ひ
、朋
末
呉

聲
の
如
し
、思
を
含
ん
で
宛
轉
と
し
て
、淇
濮

の
畿
有
り
。　
　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

、

楊
柳
枝
　
樂
府
集
に
柳
枝

と

日
-ふ
、白
居
易
の
作
な
り
、白
に
妓

・.

樊
素
有
の
善
く
歌
ふ
、小
蠻
善
く
舞
ふ
、白
、既
に
年
高
く
、而
し
て

小
蠻
豐
畿
、乃
ち
柳
枝
の
詞
を
作
め
、以
て
意
を
托

す
と
云
ふ
、コ

樹
春
花
禹
々
枝
.
金
色
よ
り
も
嫩
絲
よ
り
も

輕

し
、永
豐
西
角
荒

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

三
三



翫㎝…』{　 ……』

啄

粥3

　
　
　
　
　
口

本

詩

話

叢

書

入

屬
陶

誰
嚇
　
王

漁

洋

日
、柳

枝

專

咏
v柳
、竹

枝

泛

詠
嵐

土
明

白

戰
　
　
此

體

創
呂於

歐

陽

公

賦
亠雪

詩
肉乃

禁
一玉

月

梨

梅

絮

鷺

皓

素

銀
、袁

安
、東

郭

等

字
h譬

獪
昌赤

手

與
v人

戰
↓東

坡

詩
.自

戰

不
レ許

持
昌寸

鐵
h詠
v之

也
。

用
助

字
一格
　
　
羅

大

經

日
、詩

用
助

字
一貴
昌帖

妥
h杜

詩
、去

矣

英

雄

事
、荒

哉

割

據

心
、又
、古

人

稱
、逝

矣
、

吾

道

卜

終̀

焉
『山

谷

詩
、且

然

聊

爾

耳
、得

也

自

知
v

之
、
　
明

王

穉

詩
、使

乎

吾

語
v汝
、臼

也

近

如

何
。

雙

聲

疊

韻
　
　
李

群

玉

詩
、方

穿

詰

曲

崎

嶇

路
、叉

鈎

軸
…格

磔

聲
、詰

曲

崎

嶇

乃

雙

聾

也
、鈎

軸
…
格

磔

乃

疉

韻

也
、是

帥

束

坡

口

喫

詩

是

也
、使
白

吃

者

誦
7之
、必

噴

飯
。

襲

用

體

　

自

居

易
、東

澗

水

流

西

澗

水
、南

山

雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

周
の
裏
、蠡
日
入
無
く
阿
誰
に
厩
す
」、

王
漁
洋
日
、柳

枝
は
專
ら

柳
を
咏
じ
、竹
枝
は
泛
く
風
土
を
詠
す
.

自
戰
　
此
の
體
.歐
陽
公
」
雪
の
詩
を

賦
す
る
に
創

る
.乃
ち
玉

月
一梨
梅
絮
路鳥
皓
{素
銀
、出辰
安
、東
郭
等

の
字

を
麟
がす
、騎
冨
へ
ば
獪
ほ

赤
手
に
し
て
人
と
戰
ふ
が
、.)
と
し
、束
坡
の

詩

に
、百

戰
許
さ
す

寸
鐵
を
持
す
る
を
」、と
之
を
詠
す
る
な
り
。

助
字
を
用
ふ
る
格

羅
大
經
日
、詩
、助
字
を
用
ふ
る
は
帖
安
な
る

を
貴
ぶ
、杜
詩

に
「去
れ
、英
雄
の
事
、荒

な
る
か
な
割
據

の
心
」.叉

「古
人
藕
す
、逝
け
、吾
が

道
終
焉

を
ト
す
』山
谷

の
詩
に
、「且
つ
然

く
聊
か
爾
…る
の
み
得
る
也
自
ち

之
を
知
る
」、明
の
王
穉
の
詩
に

[使
ひ
か
吾
、汝
に
語
げ
ん
、白
や
近
㌔、}ろ
,如
何
ん
」。

雙
聲
疊
韻
　
李
群
玉
の
詩
に
.「方
に
穿

つ
詰
曲
崎
嶇
の
路
」、叉
、鈎

鞠
格
磔
の
聲
一、詰
曲
・碕
嶇
は
、乃
雙

聾

な

り
鈎

軸
格
磔
は
、乃
疊

韻
な
り
、
是
れ
邸
ち
東
坡
口
喫
の
詩
.
是
れ
な
り
、口
吃
者
に
之
を

誦
せ
し
め
ば
.必
す
喰
飯
な
ら
ん
。

襲
用
體
　
白
居
易
の
、『東
澗
の
水
は
流

る
西
澗

の

水
.南
山
の
雲
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北

山

雲
、此

例

甚

多
、重

套

可
v厭
、韓

儷

詩
、萬

里

清

江

萬

里

天
、
】
村

桑

柘

一
村

煙
、自

覺
清

新
輔

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　　

古

人

姓

名

藏

句̀

屮

格

　

王

荊

公

詩
、老

景

春

可
γ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
　む
　
　む

惜

、無

漏花

可

昌留

得

嚇莫

v嫌

柳

渾

青

、終

恨

李

太

自

、權

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　む

徳

輿

詩

、藩

宣

秉

戎

寄

「衡

石

崇

昌位

勢

肉年

紀

信

不

『

　

　

　
む
　
　む

留

、弛

張

良

自

惶

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　む

藥

名

入

嵩句

中

一格

　

　
元

陳

島

詩

、丈

夫

懐

昌遠

志

嚇努

　

む
　
　む
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
　む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む

力

苦
蔘

商
h過
v海

防
嵐

浪
ハ何

當
v歸

故

郷
司

隱

語
　
　
楚

苟

況

五

賦
、純

用
隱

語
嚇曹

娥

碑

亦

然
、

藝

林

伐

山

載
、唐

高

宗

造
二鏡

殿
↓武

后

意

也
、四

壁
、

安
v鏡
、爲
一白

晝

祕

戲

之

需
蕩

廉

夫

詩

日
、鏡

殿

青

春

多
祕

戲
ハ玉

肌

相

照

影

相

摩
、六

郎

酣

戰

明

室

笑
.隊

除

鴛

鴦

漾

漾

波
、明

筌

郎

墨
。

倒

字

　

藝

苑

雌

黄

日
、古

人

詩
、押

字

有
7語

顛

倒

　
　
　
　

詩

格

集
成

は
過
ぐ
北
山
の
雲
」、此
の
例
甚
多
し
、重
套
.厭
ふ
可
し
、韓
握
の
詩

に
、「萬
里
の
清
江
萬
里
の
天
、
一
村
の
桑
柘

一
村
の
煙
と
】.自
ら
清

新
を
覺
ゆ
。

古
人
姓
名
、句
中
に
藏
す
る
格
　
王
荊
公

の
詩
に
、【老
景
、春
惜
む

可
し
、花

の
留
め
得
可
き
無
し
、嫌
ふ
莫

れ
柳
の
渾
て
青

き

を
、終

に
恨
む
李
の
太
だ
自
き
を
」.權
徳
輿
の
詩
に
↓
藩
宣
、戎
寄
を
秉
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

まこ
ピ

衡
石
位
勢
を
崇
す
、年
紀
信
に
留
ら
す
、弛
張
良
に
自
ら
惶
る
。

藥
名
、句
中
に
入
る
格
　
元
の
陳
島

の
詩

に
.丈
夫
、遠
志
を
懷
く
、

努
力
、
參
商
を
苦
む
、
海
を
過
ぎ
て
風
浪

を

防

ぐ
.何

つ
か
當
に

故
郷
に
歸
る
べ
き
。

隱
語
　
楚
の
筍
況
の
五
賦
、純
ら
隱
謡

を

用

ふ
、曹
娥
の
碑
も
亦

然
り
、藝
林
伐
山

に
載
す
、唐
の
高
宗
、鏡
殿
を
造
る
、武
后
の
意
な

り
、四
壁
鏡
を
安
し
白
畫
祕
戲
の
需
を
爲

す
、楊
廉
夫
の
詩

に

日
、

「鏡
殿
青
春
祕
戲
多
し
、玉
肌
相
照
し
て
影

相
摩

す
、六
郎
は
酣
戰

し
明
室
は
笑

ふ
、除

々
の
鴛
鴦
漾
々
の
波
}と
、明
室
は
帥
ち
嬰
。

倒
字
　
藝
苑
雌
黄
に
日
、古

人
の

詩
、押
字
、語
巓
倒
し
て
理
に
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
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R

本

詩

話

叢

書

而

無
ノ害
二於

理

者
煽如
下韓

遏

之

以
二～參

差
"爲
象
舐
參

門以
二

玲

瓏
一爲

甲瓏
納玲

漢

溪

詩

話

日
、字

有
二顛

倒

可
v用

者
肉

如
5綺

羅

、羅

縞
、蠡

圓
、岡

盡
.朋

毛
、毛

朋
、臼

黒
、黒

自

之

頚

詩

癖

　

玉

屠

日
、楊

烱

好

用
…舌

入

姓

名
↓人

目

云
ユ

點

鬼

簿
「駱

賓

王

好

用

數̀

對
天

理

云
"算

學

士
h宋

王

岐

公

好

用
昌於

登

玉

瓊

碧

之

字
嚇入

目

云
二至

寶

丹
門李

于

鱗

好

用
昌風

塵

之

字
n人

目

云
謄…李

風

塵
嚇鄭

谷

好

用

僭̀

字
巍

野

好

用
鶴

字
h或

有
v詩
、紳

先

筆

苑

多

籠
レ鶴
、鄭

谷

詞

壇

愛

惹
v僭
。

詩

地

相

肯

　

陳

玉

磯

日
、姑

蘇

城

外

寒

山

寺
、夜

牛

鐘

聲

到
二客

船
h妙

矣
、然

亦

詩

與
v地

相

省

故

爾
、

若

云
篇南

城

門

外

報

恩

寺
h豈

可
v不
v笑
。

剽

竊

　

此

作

家

之

大

禁
、唐

僧

詩
、河

分
陶

勢
『斷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

無
漕
ゑ
筆
43
り
、韓
退
之
の
參
差
を

以

て
、差
參
と
爲
し
、玲
瓏
を
以

て
瓏
玲
と
爲

す
が

如
し
.漢
溪
詩
話

に
日
、字
顯
倒
し
て
用

ふ
可

き
者
有

り
、綺
羅
羅

綺
・書
圖
・圖
盡
・豺
毛
・毛
羽
・白
黒
・黒
白
の
類

の
如
し
。

詩
癖
　
玉
屑
に
日
、揚
燗
好
て
古
人
の
姓

名

を
用
ふ
.入
目
し
て

點
鬼
簿
と
云
ふ
.駱
賓
王
好
で
數
封

を

用

ふ
、人
目
し
て
算
學
士

と
云
ふ
、宋
の
王
岐
公
、好
で
金
玉
瓊
碧
の
字
を

用

ふ
、人
目
し
て

至
寶
丹
と
云
ふ
、李
干
鱗
好
で
風
塵
の
字

を

用

ふ
.人
目
し
て
李

風
塵
と
云
ふ
、鄭
谷
好
で
櫓
の
宅

を
用

ひ
、魏
野
好
で
鶴
の
字
を

用
ふ
、或
ひ
と
詩
有
り
、「仲
先
の
筆
苑
多
く
鶴
を

籠
し
、鄭
谷
の
詞

壇
愛
し
て
僭
を
惹
く
。」

詩
地
相
省
た
り
　
陳
玉
磯
日
、『姑
蘇
城
外
の
寒

由
寺
.夜
申
の
鐘

聲
客
船
に
到
ゑ

妙
な
9
、然
れ
ど
も
亦
詩

と
地

と

相
省
た
る
が

故
に
爾
り
.若
し
「南
城
門
外
の
報
恩
寺
]と

云
は
ゞ
、山窟
に
笑
は
ざ

る
可
け
ん
や
。

剽
竊
　
此
れ
作
家
の
大
禁
.唐
僭
の
詩
に
.「河
は
岡
勢

を
分
ち
て

一



砂0螂

春

入
二燒

痕
一青
、有
V僭

囀
昌其

踏

襲
一云
、河

分
昌岡

勢
一司

室

曙
、春

入
二燒

痕
一劉

長

卿
、不
昌是

師

兄

倫
二古

句
嚇古

人

詩

句

犯
吋師

兄
哺

拙

句
　
　
羅

大

經

日
、作

詩
、必

以
レ巧

進
、以
〆拙

成

葉

石

林

日
詩

語

忌
舘
過
巧
n
　
戴

植

の

鼠

璞

日
、王

介

甫

但

知

巧̀

語

之

爲
"詩
、不
v知
拙

語

亦

詩
韓也
、山

谷

但

知
}奇

語

之

爲
v詩

不
v知
昌常

語

亦

詩
u也
、
　
池

塘

生
昌春

草
楓

落

呉

江

冷
、年

年

歳

歳

花

相

似
、歳

歳

年

年

人

不
v同

之

類
、毫

如
v不
γ著
v意
、自

然

妙
。

詩

話

　

唐

無
温詩

話

之

名
h始

見

於

歐

陽

文

集
ハ葢

司

室

曙

詩

品
、孟

啓

本

事

詩
、范

鑢

雲

溪

・友
議
、是

其

所
V本

也
、自
V此

歴

代

諸

家
、相

衣

有
昌詩

話
鱒

詩

交

集

　

袁

中

郎

日
、隋

經

籍

志

云
、集

之

名

東

京

所
v創
、養

指
班

史

某

入

交

幾

集
、某

人

詩

幾

篇
桶

　
　
　
　

詩
格

集

成

一

斷
え
春
は
燒
痕
に
入
て
青
し
」、
僭
有
り

其
の
踏
鑿
を
嘲
り

て

云

ふ
、「河
は
岡
勢
を
分
つ
司
察
曙
、
春
は
燒
痕

に
入
る
劉
長
卿
、是
れ

師
兄
が
古
句
を
偸
み
し
に
あ
ら
す
、古
人

の
詩
句
、師
兄
を
犯
す
。」

拙
句

羅
大
經
日
.作
詩
、必
す
巧
を
以
て
進
み
、拙

を
以
て
成
る
、

　
葉
石
林
日
、詩
語
は
過
巧
を

忌
む
、

戴
植
の
鼠
璞
に
日
、
王
介

甫

は

但
聖
巧
語
の
詩
た
る
を
知
り
て
、
拙
語
も
亦
詩

な

る

を
知

ら
ざ
る
な
り
、
山
谷
は
但
垂
奇
語
の
詩
た

る
を
知
り
て
、常
語
も
亦

詩
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
の
.

「池
塘
春
草
を
生
す
」.「楓
落
ち
て
呉

江
冷
な
り
」、「年
々
歳
々
花
相
似
た
り
、歳

々
年
々
人
同
じ
か
ら
す
』

の
類
、
毫
も
意
を
著
け
ざ
る
が
如
し
.
自
然

に
妙
な
り
。

詩
話
　
唐
に
詩
話
の
名
無
し
、始
て
歐
陽

文
集
に
兄

ゆ
。蓋
、司
室

曙
ω
詩
品
・孟
啓
の
木
事
詩
,范
櫨
の
雲
溪

友

議
.是
れ
其
の
本
つ

く
所
な
り
、此
れ
よ
り
歴
代
諸
家
,相
次
で
詩
話
有
り
。

詩
文
集
　
袁
中
郎
日
,隋
の
經
籍
志

に

云

ふ
、集
の
名
は
東
京
に

創
る
所
、葢
、班
史
の
某
入
の
文
幾

集
、茶
人

の
詩
幾
篇
を
指
て
,言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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日

本

詩

話

叢

書

　

而

言
、後

人

集
F之
、非

自̀

爲
ワ集

也
、齊

梁

問
、始

有
昌自

　

爲
v集

者

h王

箔

以
昌
一
官
一爲
`
一
集

h江

淹

自

名
昌前

後

一
　

集

也
。

　

梵

詩

　

櫻

陰

腐

談

日
、五

天

南

海

盛

好

詩̀

丈
h殆

　

過
二漢

地
ハ與
昌此

方
一作

例

徇

無
"異

也
、貫

日
、唐

義

淨

　

三
藏
、寄

歸

傳
、有
昌岨

羅

太

子

馬

鳴

箪

者

詩
(可
v見
昌

　

其

行

久
一矣
。

　

詩

境
　
　
隨

園

詩

話

日
、詩

境

最

寛
、有
下學

士

大

夫
、

　

讀
破

萬

卷
h窮

老

盡
v氣
、而

不
v能
v得
昌其

闘

奥

者
帥有
諾

　

婦

入

女

子

村

氓

淺

墨

偶

有
L

二

句

雖
季

杜

二

　

義
吃必

低

首

者
加此

詩

之

所
諾以

木

也
、
　
趙

翼

日
、雖
備

　

小

夫

室

女

之

謳

吟
「亦

輿
二聖

賢

歌

詠
一竝

傳
、以
濫各

　

言
呂其

志
凶而

巳
。

　

餘

論
　
　
古

人

有
γ詩
、吟
齢安

一
個

字
嚇撚
認斷

數

莖

鬚
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

ふ
、後
武
之
を
集
む
.自
ら
集
を
爲
す
に
非
る
な
.り
、齊
梁
の
間
、始

め
て
自
ら
集
を
爲
す

者

有
り
、王
笏
.
一
官

を
以
て

一
集
と
爲
す

江
淹
自
ら
前
後
集
と
名
く
る
な
り
。

梵
詩
　
櫻
陰
腐
談
に
日
、五
天
南
海
、盛
に
詩
文
を

好

む
、殆
ん
ど

漢
地
に
遏
ぐ
.此
方
と
作
例
術
ほ
異
な
る
無
き
な
り
、
貫
日
、唐
の

義
淨
三
蔵
の
寄
歸
傳
に
、
咀
羅
太
子
馬
鳴
奪
と
い
ふ
者
の
詩

有

り
、其
行
は
る
ゝ
こ
と
久
し
き
を
見
る
可
し
。

詩
境
　
隨
園
詩
話
に
日
、詩
境
最
も
寛
し
、學

士
大

夫
、萬
卷
を
讀

破
し
、窮
老
・氣
を
蠡
し
、而
し
て
其
の
閥
奥

を

得
る
能
は
ざ
る
者

有
り
、婦
人
女
子
村
氓

淺

學

有
り
、偶
主
一
二
句
、李
杜
二
義
と
雖

も
、必
低
首
す
る
者
あ
り
、
此
れ
詩
の
大
な
る
所
以
な

り
、

趙
翼

日
.小
夫
室
女
の
謳
吟
と
雖
も
、亦
聖
賢
の
歌
詠
と
竝
び
簿
ふ
、各
、

其
の
志
を
言
ふ
を
以
て
の
み
。

餘
論
　
古
人
詩
有
り
↓
一
箇
の
字
を
吟
安
す

る
に
.數
莖
の
鬚
を



然

如
"王

安

石
彫

斷

極

工
、而

其

詩

云
、漢

恩

薗

淺

胡

自

深
、可
γ謂
v負
γ君

矣
、幕

府

少

年

今

白

髪
、可
v謂
レ

背
v友

矣
、安

石

哭
昌子

雰

死
一日
、鳳

鳥

去
、可
F謂
v侮
昌慢

聖

人
一矣

、如
呂高

胄

邱

詩
、羊

車

孚

夜

出
菖深

宮
喉可
v謂
v

無
昌禮

於

君
晒矣
、如
鳳王

維

詩

萬

戸

傷

心

生
昌野

烟
嚇見
`

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉾

憂
ノ君

悲
Ψ時
、陸

放

翕

詩

王

師

克
"復

中

原
一日
、見
昌報

國

之

志
嚇講
γ詩

者
、可
v不
γ思

哉
。

,

撚
斷
す
」と
,然
れ
ど
も
王
安
石
の
如
き
、彫
斷
極
め
て

工
、而
し
て

其
の
詩
に
云
ふ
↓漢
恩
は
自
ら
淺
く
胡
は
自
ら
深
し
」と
、君

に
員

く
と
謂
ふ
可
し
、「幕
府
少
年
今
白
髪
」と
、友
に
背
く
と
謂

ふ
可
し
、

安
石
子
雲
の
死
を
哭
し
て
日
,「鳳
鳥
去
れ
り
」と
、聖
人
を
侮
慢
す

と
謂
ふ
可
し
、高
青
邱
の
詩
、「羊
車
半
夜
深
宮
を
出
づ
』、と
い
ふ
如

き
君
に
無
禮
な
り
と
謂

ふ
可
し
、
王
維
の
詩

の
『萬
戸
傷
心
野
烟

を
生
す
」,の
如
き
.君
を
憂
ひ
時
を
悲
む
を
見
る
、陸
放
翕
の
詩
に
、

「王
師
中
原
を
克
復
す
る
旦

報
國
の
志
を
見
る
」詩
を
講
す
る
者
.

思
は
ざ
る
可
け
ん
や
。

蜘

詩

格

集

成

三
九



直

日

本

詩

話

叢

書

詩

格

集

成
絡


